
承認第３号 

 

令和８年度京田辺市一般会計補正予算（第１号）(案)に対する意

見について 

 

令和８年度京田辺市一般会計補正予算（第１号）(案)のうち教育に関する事

務に係る部分についての市長からの意見聴取に対し、別紙のとおり回答したの

で報告するとともに承認を求める。 

 

 

 

 

 

 

令和８年６月２６日 提出 

 

京田辺市教育委員会教育長  山 岡  弘 高 

 

 

 

 

 

（提案理由） 

本件は、令和８年度京田辺市一般会計補正予算（第１号）(案)のうち教育に

関する事務に係る部分についての市長からの意見聴取に対し、京田辺市教育委

員会教育長事務委任規則第５条の規定により、教育長による代理により回答し

たことについて、教育委員会に報告するとともに承認を求めるものである。 

 



○写  
 

令和８年（2026 年）５月２８日 

 
 
京田辺市長  上 村  崇 様 
 
 

京田辺市教育委員会 
〔公 印 省 略〕 

    
  

 
 

令和８年度京田辺市一般会計補正予算（第１号）（案）（教育 
費関係）に対する意見聴取について（回答） 

 
 
 令和８年５月２８日付けで意見聴取のありました標記の件について、下記の

とおり回答します。 

 
記 

 
意見はありません。 

 
 

1



2



3



１０款 教育費
１項 教育総務費

補 正 額 の 財 源 内 訳

目 補正前の額 補 正 額 計 特 定 財 源
一般財源

国府支出金 地 方 債 そ の 他

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

0 36,400 0 21,0043 学校教育支 201,353 57,404 258,757
援費

計 718,194 57,404 775,598 0 36,400 0 21,004
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節
説 明

区 分 金 額

千円 千円

１０款 教育費

12 委託料 57,404 2 情報教育推進費 57,404
情報教育推進委託料増 57,404
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歳入歳出補正予算事項別明細書

1 総 括

(歳 入)

款 補正前の額 補 正 額 計

千円 千円 千円

16 国庫支出金 6,617,720 25,833 6,643,553

17 府支出金 2,845,350 921 2,846,271

19 寄附金 564,300 1,000 565,300

20 繰入金 1,483,857 37,596 1,521,453

22 諸収入 1,257,673 1,350 1,259,023

23 市債 3,369,200 36,400 3,405,600

歳 入 合 計 36,483,000 103,100 36,586,100

(歳 出)

款 補正前の額 補 正 額 計

千円 千円 千円

2 総務費 4,074,413 35,625 4,110,038

6 農林水産業費 456,871 2,721 459,592

8 土木費 4,197,480 7,350 4,204,830

10 教育費 4,104,305 57,404 4,161,709

歳 出 合 計 36,483,000 103,100 36,586,100
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補 正 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一 般 財 源

国 府 支 出 金 地 方 債 そ の 他

千円 千円 千円 千円

22,158 0 0 13,467

921 0 1,350 450

3,675 0 0 3,675

0 36,400 0 21,004

26,754 36,400 1,350 38,596
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１　変　更

限　度　額 起債の方法 利　　率 償 還 の 方 法

千円

デ ジ タ ル 活 用 推 進 事 業 55,900

計

地 方 債 補 正

3,369,200

起　債　の　目　的
補　　　　正　　　　前

証書借入
又　は

証券発行

　5.0％
　以　内

（ただし、
利率見直し
方式で借り
入れる政府
資金及び地
方公共団体
金融機構資
金等につい
て、利率の
見直しを
行った後に
おいては、
当該見直し
後の利率）

　
　政府資金について
は、その融資条件に
より、銀行その他の
場合には、その債権
者と協定するところ
による。
　ただし、市財政の
都合により据置期間
及び償還期限を短縮
し、若しくは繰上償
還又は低利に借換え
することができる。
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限　度　額 起債の方法 利　率 償還の方法

千円

92,300

3,405,600

補　　　　正　　　　後

補　正　前　と　同　じ
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参考例規抜粋 

 

○京田辺市教育委員会教育長事務委任規則（抄） 

平成１２年２月１５日 

教育委員会規則第２号 

（事務の委任） 

第２条 委員会は、次に掲げる事項を除き、その権限に属する事務を教育長に

委任する。 

（略） 

 

（６） 法第２７条及び第２９条に規定する意見の申出に関すること。 

 

（略） 

 

（臨時代理） 

第５条 教育長は、緊急やむを得ない場合において、委員会を招集する暇がな

いときは、第２条各号に掲げる事務を臨時に代理することができる。この場

合において、教育長は、次の会議にこれを報告し、その承認を受けなければ

ならない。 

 

 

○地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抄） 

（昭和三十一年六月三十日） 

（法律第百六十二号） 

（教育委員会の意見聴取） 

第２９条 地方公共団体の長は、歳入歳出予算のうち教育に関する事務に係る

部分その他特に教育に関する事務について定める議会の議決を経るべき事件

の議案を作成する場合においては、教育委員会の意見をきかなければならな

い。 
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承認第４号 

 

議案（令和７年度繰越明許京田辺市立学校施設等照明設備ＬＥＤ

化ＥＳＣＯ事業委託契約について）に対する意見について 

 

議案（令和７年度繰越明許京田辺市立学校施設等照明設備ＬＥＤ化ＥＳＣＯ

事業委託契約）に対する京田辺市長からの意見聴取について、別紙のとおり回

答したので報告するとともに、承認を求める。 

 

 

 

 

 

 

令和８年６月２６日 提出 

 

京田辺市教育委員会教育長  山 岡  弘 高 

 

 

 

 

 

（提案理由） 

本件は、議案（令和７年度繰越明許京田辺市立学校施設等照明設備ＬＥＤ化

ＥＳＣＯ事業委託契約について）に対する市長からの意見聴取について、京田

辺市教育委員会教育長事務委任規則第５条の規定により、教育長による代理に

より回答したことについて、教育委員会に報告するとともに、承認を求めるも

のである。 

 

 



令和８年（2026 年）６月１日 

 

京田辺市長 上 村 崇 様 

京田辺市教育委員会  

 

 

議案（令和７年度繰越明許京田辺市立学校施設等照明設備 

ＬＥＤ化ＥＳＣＯ事業委託契約について）に対する意見聴取について 

(回答) 

 

 

 令和８年６月１日付けで意見聴取のありました標記の件について、下記のとおり回

答します。 

 

記  

 

 

意見はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





議案第４８号 

 

令和７年度繰越明許京田辺市立学校施設等照明設備ＬＥＤ化ＥＳ 

ＣＯ事業委託契約について 

 

京田辺市の議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例 

第２条の規定に基づき、令和７年度繰越明許京田辺市立学校施設等照明設備Ｌ

ＥＤ化ＥＳＣＯ事業委託について、下記のとおり契約を締結するため、地方自

治法第９６条第１項第５号の規定により、議会の議決を求める。 

 

 

 

 

 

令和８年６月１５日 提出 

 

                    京田辺市長  上 村  崇 

 

 

 

記 

 

１ 契約の目的 令和７年度繰越明許京田辺市立学校施設等照明設備ＬＥＤ化

ＥＳＣＯ事業委託 

２ 契約の方法 随意契約（公募型プロポーザル） 

３ 契約の金額 １９８，０００，０００円  

４ 契約の相手方 

   住 所  京都市下京区大宮通仏光寺下る五坊大宮町９９番地 

   氏 名  オリックス・ファシリティーズ株式会社 

代表取締役 稲葉 康 



 

 

契約の締結に係る概要 

 

１ 名称 

  令和７年度繰越明許京田辺市立学校施設等照明設備ＬＥＤ化ＥＳＣＯ事業

委託 

 

２ 概要 

  ＣＯ２排出量の削減及び電気使用量の縮減を図るため、ＥＳＣＯ事業を採

用して市立小中学校、幼稚園、保育所及び幼保連携型認定こども園施設の照

明設備をＬＥＤ照明へ更新する。 

 

３ 履行場所 

 京田辺市立小・中学校（１２施設） 

 京田辺市立草内幼稚園、三山木幼稚園、薪幼稚園 

  京田辺市立三山木保育所 

  京田辺市立河原こども園 

 

４ 事業期間 

  地方自治法の規定による議会の議決の翌日から令和９年３月３１日まで 

 

 



議案第３４号 

 

京田辺市学校教育審議会への諮問について 

 

京田辺市学校教育審議会へ別紙のとおり諮問したいので、教育委員会の議決

を求める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年６月２６日 提出 

 

京田辺市教育委員会教育長  山 岡  弘 高 

 

 

 

 

 

（提案理由） 

 本件は、京田辺市学校教育審議会設置条例第２条に基づき、学校運営協議会

制度（コミュニティ・スクール）の導入の在り方について、京田辺市学校教育

審議会へ諮問したいので提案するものである。 

 

 

 



京 教 総 第    号 

令和８年（2026 年） 月  日 

 

 京田辺市学校教育審議会 

  会長 沖 田 行 司 様 

 

         京田辺市教育委員会 

 

諮 問 書 

 

 京田辺市学校教育審議会設置条例第２条の規定に基づき、次の事項について

ご審議いただきたく諮問いたします。 

 

１ 諮問事項 

 学校運営協議会制度（コミュニティ・スクール）の導入の在り方について 

 

２ 諮問理由 

学校運営協議会制度（コミュニティ・スクール）は、地方教育行政の組織及

び運営に関する法律第４７条の５に基づき設置されるものです。同制度は平

成１６年の法改正により制度化され、平成２９年の法改正により設置が努力

義務となりました。令和７年５月現在、全国の小・中学校の約７割で導入され

ており、今後も拡大することが見込まれています。背景には、社会の急速な変

化に伴い、学校教育に対するニーズが多様化しており、それらに応え、良好な

教育環境を確保するためには、地域との連携をより一層促進する必要がある

と考えられているからです。 

これまでも、学校と地域はお互いに関わり合い、「地域の学校」という考え

のもと、保護者をはじめ地域住民の協力により運営されてきました。本市にお

いては、普賢寺小学校に平成２７年度より学校運営協議会を設置し、地域とと

もに魅力ある学校づくりを推進して成果を上げています。そして、社会の変化

がますます進む中で、他の学校についても、地域と連携した取組がより一層求

められるようになってきています。 

貴審議会におかれましては、学校運営協議会制度（コミュニティ・スクール）

を市立小・中学校へ導入することについて、本市の基本的な考え方をご審議い

ただきたく諮問いたします。 



コミュニティ・スクールと地域学校協働活動について 

１ 学校運営協議会 

（１）法定の学校運営協議会 

【意義】 

平成１６年 中央教育審議会答申「今後の学校の管理運営の在り方について」

に、「各学校の運営に保護者や地域住民が参画することを通じて、学校の教育方針

の決定や教育活動の実践に、地域のニーズを的確かつ機動的に反映させるととも

に、地域ならではの創意や工夫を生かした特色ある学校づくりが進むことが期待

される。学校においては、保護者や地域住民に対する説明責任の意識が高まり、

また、保護者・地域住民においては、学校教育の成果について自分たち一人一人

も責任を負っているという自覚と意識が高まるなどの効果も期待される。さらに

は、相互のコミュニケーションの活発化を通じた学校と地域との連携・協力の促

進により、学校を核とした新しい地域社会づくりが広がっていくことも期待され

る。」とあり、学校評議員よりも、より積極的に学校運営に関わることができる新

たな仕組みとして平成１６年に法改正により導入された。 

  ・地域のニーズを反映させた教育活動の展開 

  ・地域ならではの特色ある学校づくりの展開 

  ・保護者・地域住民に対する説明責任の向上 

  ・保護者・地域住民が学校に関わる意識の向上 

  ・学校を核とした地域社会（通学区範囲程度）づくりの広がり 

 

【法令】 

  地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４７条の５ 

  ※校長は意見を申し出て、教育委員会が委員を任命する。 

 

【委員】 

  ・要件：地域住民、保護者、地域学校協働活動推進員その他教育委員会が必要と

認める者 

  ・任命手続、任期：教育委員会規則で定める 

  ・身分：非常勤特別職地方公務員 

 

【役割（権限）】 

  ①校長の作成した学校運営の基本方針（業務量管理・健康確保措置含む）を承認

すること 

  ②教育委員会や校長に学校運営に関して意見を述べることができること 

  ③教職員の任用に関して任命権者に意見を述べることができること 

  ※①は必須事項。②及び③はできる規定 

  ※ＣＳは学校・家庭・地域を結ぶハブとして、①～③に加えて、学校評価や学校

支援活動等が行われることが多い。 

 

参考資料 

※コミュニティ・スクール（ＣＳ）：学校運営協議会を設置した学校 



（２）京田辺市の学校運営協議会 

 【目的】 

学校と保護者、地域住民等との信頼関係を深め、ともに児童生徒の健全育成に取

り組むこと 

 

【法令等】 

京田辺市学校運営協議会規則 

 

【委員】 
 ・要件：地域住民、保護者、学識経験者、関係行政機関の職員、設置校の校

長、教育委員会が適当と認める者 

 ・任命手続、任期：１５名以内で教育委員会が任命する。なお、校長は、委員

を推薦、推薦者の公募ができる。２年任期とし、再任可能 

 ・身分：非常勤特別職地方公務員 

 ・報酬：日額１０，１００円以内で教育委員会が定める額 

 

 【役割】 

・教育目標及び学校運営に関すること、教育課程の編成に関すること、校長が必

要であると認める事項についての承認を行う。 

・設置校の運営に関する事項について、教育委員会又は校長に対して意見を述べ

ることができる。 

・設置校の職員の採用その他の任用に関する事項について、当該職員の任命権者

に対して意見を述べることができる。 

・設置校の運営状況等について適切な時期及び方法により評価を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２ 地域学校協働活動 

（１）法定の地域学校協働活動 

  【意義】 

    平成２０年より国の社会教育事業として始まった「学校支援地域本部事業」

は、校区の住民をボランティアとして学校へ派遣して支援しようとするもので

あったが、子供たちの将来、成長・発達に向けて、教育をより豊かにし、子ど

もを地域と共に育むという視点から、社会に開かれた教育課程の実現に向けた

取組を一層推進し、また子供の教育という共通の旗印の下に、地域住民がつな

がり、学校支援以外の活動を拡充するものとして、コーディネート機能を備え、

より多くの、より幅広い層の地域住民が参画し、地域課題や地域の将来の姿に

ついても議論を重ね、実践するものとして「地域学校協働活動」へと発展させ

る必要があるとされ、平成２９年に法改正により導入された。 

 

  【法令】 

   社会教育法第５条第２項、第９条の７ 

    

  【活動】 

社会教育法第５条第１項第１３号～１５号について、幅広い地域住民等の参画

を得て、地域と学校が連携協働して行う活動  

※社会教育法抜粋 

   十三 主として学齢児童及び学齢生徒(それぞれ学校教育法第十八条に規定す

る学齢児童及び学齢生徒をいう。)に対し、学校の授業の終了後又は休業日

において学校、社会教育施設その他適切な施設を利用して行う学習その他の

活動の機会を提供する事業の実施並びにその奨励に関すること。 

   十四 青少年に対しボランティア活動など社会奉仕体験活動、自然体験活動そ

の他の体験活動の機会を提供する事業の実施及びその奨励に関すること。 

   十五 社会教育における学習の機会を利用して行つた学習の成果を活用して

学校、社会教育施設その他地域において行う教育活動その他の活動の機会を

提供する事業の実施及びその奨励に関すること。 

 

（２）京田辺市の地域学校協働活動 

   京田辺市においては、学校と地域が協力した取組は既になされているが、地域

学校協働活動としての位置付けはしておらず、地域学校協働活動推進員も配置し

ていない。なお、『京田辺市教育振興基本計画』には推進する旨の記載がある。 

   ※京田辺市教育振興基本計画 

    基本方針２ 心豊かに明日を拓く学びあい 

    基本施策（３）家庭・地域社会の教育力の向上 

    ３）放課後等の子どもたちの安全・安心な居場所づくりの推進(P.49) 

仕事等により家庭に保護者がいない児童を対象とした「留守家庭児童会」

や、全ての児童を対象とした地域学校協働活動の推進により、家庭、地域、



学校が連携した、子どもたちにとって安全・安心な居場所をつくり、児童の

自主性を尊重しつつ、基本的な生活習慣や態度を養い、豊かな人間性を身に

付けるよう育成します。 

■取り組み例 

 ・地域・学校パートナーシップ事業 

    ・放課後こども教室事業 

    ・地域子育てセミナー 

    ・地域子育て井戸端会議 

    ・通学の安全見守り 

 

〇地域学校協働活動の導入プロセス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇地域学校協働本部の立上げプロセス 

 コーディネート、多様な活動、継続的な活動の３機能を持った地域のネットワーク 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※文部科学省編「コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的推進」(R8.3) 



３ 学校運営協議会と地域学校協働活動の一体的な推進について 

 

平成２７年 中央教育審議会答申「新しい時代の教育や地方創生の実現に向けた学

校と地域の連携・協働の在り方について」には、「地域とともにある学校に転換するた

めの仕組みとしてのコミュニティ・スクールと、社会教育の体制としての地域学校協

働本部が、相互に補完し、高め合う存在として、両輪となって相乗効果を発揮してい

くことが必要であり、当該学校や地域の置かれた実情、両者の有機的な接続の観点等

を踏まえた体制の構築が重要」とある。また、令和５年の国の第４期教育振興基本計

画には、「全ての公立学校に地域と連携・協働する体制を構築するため、コミュニテ

ィ・スクールと地域学校協働活動の一体的な取組を一層推進する。」と定められてお

り、それらの推進は市立学校に必要であると言える。 

 そして、学校を含む地域全体でどのような子供を育てていくのかという共通認識の

もとで、学校と地域が共通の目標を設定することが重要であり、学校運営協議会の協

議等がその役割を果たすとともに、その結果を踏まえて、幅広い地域住民等が参画す

ることにより、教育活動や地域学校協働活動の充実・活性化へつなげるものとされる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※文部科学省編「コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的推進」(R8.3) 

 

 

 



 

令和７年５月現在、全国の小中学校の約７割で学校運営協議会が設置されている。 

また、地域学校協働本部も７割以上で設置されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇コミュニティスクール（学校運営協議会制度）とは 

 

 

※文部科学省「令和７年度コミュニティ・スクール及び地域学校協働活動実施状況調査の結果（概要）

補足資料」(R7.11) 

 



コミュニティ・スクールと地域学校協働活動のスケジュールについて 

 

  教育委員会としては、学校教育審議会へコミュニティ・スクール（ＣＳ）導入の

基本的な考え方について諮問し、その答申を得て、方針を定めます。 

 

  （考えられるおおよそのスケジュール） 

  【令和８年度】 

  ・ＣＳ導入の在り方について諮問 

  ・学校教育審議会において審議 

  ・社会教育委員会議において地域学校協働活動を審議 

  ・京田辺市区・自治会長連絡協議会役員会へ説明 

  ・試行に係る地域・保護者へ情報提供 

  ・学校教育審議会からの中間報告 

  ・教育委員会において試行の協議 

  【令和９年度】 

  ・市民へ試行を周知 

  ・試行 

いくつかの小・中学校にＣＳ推進委員会を設置 

    地域学校協働活動準備員を配置 

  ・学校教育審議会からの答申 

  ・総合教育会議で協議 

  ・教育委員会で方針協議 

 

参考資料 



○京田辺市学校教育審議会設置条例 

令和３年３月２９日 

条例第４号 

（設置） 

第１条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１３８条の４第３項の規定

に基づき、京田辺市教育委員会（以下「教育委員会」という。）に京田辺市

学校教育審議会（以下「審議会」という。）を置く。 

（所掌事務） 

第２条 審議会は、教育委員会の諮問に応じ、次に掲げる事項について調査審

議し、答申する。 

（１） 学校教育の振興に関すること。 

（２） その他教育委員会が必要と認めること。 

（組織） 

第３条 審議会は、委員１５人以内をもって組織する。 

２ 委員は、学識経験を有する者等のうちから、教育委員会が委嘱する。 

３ 教育委員会は、委員の辞職等により欠員が生じた場合は、新たな委員を委

嘱することができる。 

（任期） 

第４条 委員の任期は、２年とする。ただし、再任されることを妨げない。 

２ 前条第３項の規定により新たに委嘱された委員の任期は、前任者の残任期

間とする。 

（臨時委員） 

第５条 特別の事項を調査審議するため必要があるときは、審議会に臨時の委

員（以下「臨時委員」という。）を置くことができる。 

２ 臨時委員は、学識経験を有する者等のうちから、教育委員会が委嘱する。 

３ 臨時委員の任期は、当該特別の事項に関する調査審議が終了するまでの期

間とする。 

（会長及び副会長） 

第６条 審議会に会長及び副会長各１名を置く。 

２ 会長及び副会長は、委員の互選により定める。 

参考資料 



３ 会長は、審議会を代表し、会務を総理する。 

４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が欠けたとき

は、その職務を代理する。 

（会議） 

第７条 審議会は、会長が招集し、会長が議長となる。ただし、会長及び副会

長が在任しないときの審議会は、教育長が招集する。 

２ 審議会は、委員（議事に関係のある臨時委員を含む。以下同じ。）の過半

数が出席しなければ、開くことができない。 

３ 審議会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決

するところによる。 

４ 会長は、必要があると認めるときは、委員以外の者の出席を求め、意見を

聴くことができる。 

（秘密保持義務） 

第８条 委員及び臨時委員は、職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。そ

の職を退いた後も同様とする。 

（庶務） 

第９条 審議会の庶務は、教育委員会事務局において処理する。 

（委任） 

第１０条 この条例に定めるもののほか、審議会の運営に関し必要な事項は、

教育委員会が別に定める。 

附 則 

この条例は、令和３年４月１日から施行する。 

 



議案第３５号 

 

   京田辺市立図書館サービスアクションプランの策定について    

 

 京田辺市立図書館サービスアクションプランについて定めるため、教育委員

会の議決を求める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  令和８年６月２６日 提出 

 

          京田辺市教育委員会教育長  山 岡  弘 高   

 

 

 

 

 

 （提案理由） 

本件は、京田辺市立図書館サービスアクションプランを定めるため、提案す

るものである。 

 

 

 

 

 



                                      
 

 
 
 

 

  京田辺市立図書館サービスアクションプラン 

（案） 

 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 

令和８年６月 
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第１章 策定の基本的な考え方 

１ 公共図書館を取り巻く現状 

１ 公立図書館を取り巻く現状 

公立図書館は、貸出サービスを中心として、乳幼児から高齢者まであらゆる世

代が日常的に利用する施設として親しまれてきました。 

しかし、社会の変化やＩＣＴの進歩など様々な要因から図書館資料の貸出数は

平成23（2011）年頃をピークに全国的に減少傾向となり、公立図書館には図書

館資料の閲覧や貸出を中心としたサービスという従来の枠から一歩踏み出した各

種のサービスが求められています。たとえば、ビジネス支援や高齢者支援、学校

支援などのように地域の状況に応じた図書館からの情報発信や、賑わいの創出や

地域の人々の交流の拠点などのような場としての図書館やコミュニケーションの

拠点としての役割、１人１台のタブレットを利用した学校教育に対応する学習支

援、電子書籍の増加や利用者嗜好の変化などデジタル時代に対応した新しいサー

ビスなど、全国で新たな図書館の活動が試みられています。 

 

２「 京田辺市立図書館サービスアクションプラン」策定の背景 

そのような中、京田辺市においても新たに市民が集い交流する拠点として中央

図書館を含む複合型公共施設の整備が計画されています。時代の変化と地域の変

化に対応し、京田辺市の発展に寄与する市立図書館を目指し、中長期的な計画を

策定することが不可欠であるため、現在の市立図書館の課題を把握、分析し、運

営やサービスを見直し、充実させていく必要があると考えます。 

このような状況に対応するため、京田辺市立図書館のグランドビジョンを明ら

かにし、年度ごとの事業計画の方針になるものとして、「京田辺市立図書館サー

ビスアクションプラン（以下、「アクションプラン」という。）」を策定すること

としました。  

 

 

 
※ 京田辺市立図書館サービスアクションプランでの図書館の表記においては以下のように示します。 

「市立図書館」については、京田辺市立図書館３館を示します。 

「中央図書館」については京田辺市立中央図書館、「北部分室」については京田辺市立中央図館

北部分室、「中部分室」については京田辺市立中央図書館中部分室を示します。 

 

第１章  策定の基本的な考え方 
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第１章 策定の基本的な考え方 

３ アクションプランの位置づけ 

 

３ アクションプランの位置づけ 
 

本アクションプランは、「京田辺市教育振興基本計画」の下、他の本市関連計

画とも整合性を図りながら、質の高い図書館サービスを提供するために、市立図

書館に関する基本的な方針を明らかにするものです。また、アクションプランの

策定にあたっては、「第３次京田辺市子ども読書活動推進計画」や「京田辺市複合

型公共施設整備基本構想」など、既存の各種計画も参考にしています。 

なお、個別のアクションのより具体的な内容については、年度ごとの事業計画

の中で明らかにしていきます。  

 
 

 

 

                  整合 

 

 

 連携 

 

 

４ 計画期間 
 

令和８年度から令和１７年度までの１０年間とします。 

ただし、５年ごとに前期・後期に分け、前期については、複合型公共施設の供

用開始までの計画期間として、後期については、市立図書館を取り巻く新たな環

境や社会情勢の変化などを検証した上で、中間年度である令和１３年度に計画を

改定して示すものとします。 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

・京田辺市複合型公共施設整備基本構想 
・京田辺市教育振興基本計画 
・京田辺市子ども読書活動推進計画 
・京田辺市生涯学習推進基本計画 
・京田辺市文化振興計画 
・京田辺市こども計画       等 

 

京田辺市立図書館 

サービスアクション 

プラン 
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目
指
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第１章 策定の基本的な考え方 

５ アクションプランの全体像 

 

 

５ アクションプランの全体像 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

す
べ
て
の
市
民
が
利
用
し
た
く
な
る
図
書
館

 

 

職員体制と専門性に関する課題 

 

図書館サービスを牽引する 

人材と運営体制の整備 
（P17） 

利用者層の変化と図書館 
イメージの課題  

 

くつろぎと交流を生み出す 
図書館空間の実現 

（P15） 

貸出状況と蔵書構成の 
現状と課題 

 

読書・情報アクセスを支える 

コレクションの充実       
（P14） 

サービス形態と情報環境の変化 
 

 地域全体をカバーする 
 サービスネットワークと 

デジタル提供の強化 
（P15） 

学習支援・レファレンスの  
現状と課題 

 

学びと情報探索を支える 
支援サービスの展開 

（P16） 

現 状 と 課 題 

図
書
館
資
料
と
場
所
の
提
供
を
通
し
て
、 

市
民
の
生
活
を
豊
か
に
す
る

使
命 
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第１章 策定の基本的な考え方 

５ アクションプランの全体像 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

取   組  成 果 指 標 

【 取組 １ 】 

 

人と本との出会いのサポート 
              （P19） 

【 取組 ４ 】 

 

調べ学習と課題解決を支える 
サービスの充実 

（P25） 

【 取組 ２ 】 

 

居心地のよい空間づくりと 
「つながり」をはぐくむ仕掛け 

（P21） 

【 取組 ５ 】 

  

新たなサービスを実施するために
職員の力を引き出す仕組みづくり 

（P27） 

1．貸出冊数 

２．貸出を行った利用者数   

（実人数） 

３．子どもの利用者数 

５．蔵書構成・選書方針の文書化 

及び年１回の見直し実施状況 

６．図書館行事の実施状況 

８．学校以外の機関・団体との連 
携による読書・情報提供事業の実 

施状況 

７．学校との調べ学習・読書活動 

支援を実施した学校数 

【 取組 ３ 】 

 

誰もが利用しやすい図書館 
サービスとデジタル環境の整備 

（P23） 

９．レファレンス記録の整備状況 

10．職員に対する専門研修の実施 

状況 

11．図書館サービスに関する年次 

自己評価・外部意見聴取の実施状況 

４．新規登録者数 
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第２章 京田辺市立図書館を取り巻く現状と課題 
１ 利用状況等 

 第２章 京田辺市立図書館を取り巻く現状と課題  

１ 利 用 状 況 等  
 

（１）市立図書館と関連施設（図表１・２参照） 
 

ア「京田辺市立図書館の設置及び管理に関する条例」に基づき、住民に適切

な図書館サービスを行うことができるよう、中央図書館、北部分室、中

部分室を設置しています。 

イ 市内全域サービスを行うため、移動図書館「かんなび号」で市内２２ヶ

所のステーションと洛南寮（福祉施設）、留守家庭児童会に巡回してい

ます。 

ウ 身近な場所で本の返却ができるよう返却スポットを、京田辺市商工会館

（ＣＩＫビル）内・無印良品松井山手店舗内に設置しており、南部まち

づくりセンターでは本の返却の他、予約資料の受け渡しも行っています。 

【図表１ 市立図書館マップ】 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

中部分室 
中央図書館 

北部分室 
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【図表２ 移動図書館ステーション及び返却スポットマップ】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

奈良県 
生駒市 

京都府城陽市 

大阪府枚方市 

京
都
府
綴
喜
郡
井
手
町 中央図書館 

◎ 
◎ 

◎

北部分室 

中部分室 

● 
● 

 

 
● 

 興戸 

● 
 高木 

●  健康村 

● 

 洛南寮 

 山手東 

● 

 山手西 

● 

● 

 山手南 

● 
 松井 

無印良品松井山手

店舗内ブックポスト 

 
 
 

☆ 

京
田
辺
市
商
工
会
館

（
Ｃ
Ｉ
Ｋ
ビ
ル
）
内 

       

   

☆ 

 飯岡 
 新興戸 

● 

 宮の口 
● 

 天王 

●  高船 

● 
 打田 

● 
 水取

● 

 江津 

● 

 山本 

南部まちづくり

センター 

 
 

 

 

☆ 

● 同志社住宅地 

●
●

 三山木駅前 

● 

 南山東  
 

● 

 同志社山手 

 普賢寺 
 

 多々羅 

●

京都府八幡市 

京都府相楽郡 
精華町 

 ◎-中央図書館・分室 
 ●-移動図書館ステーション 
 ☆-返却スポット 
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第２章 京田辺市立図書館を取り巻く現状と課題 

１ 利用状況等 

 

（２）市立図書館の事業サービス（図表３参照） 
 

ア 図書館は、市が直営で運営しています。 

イ 窓口業務やレファレンスなどの主な業務は、市職員と派遣職員が中心と

なり運営しています。 

ウ 移動図書館の運転業務、図書の配送業務、返却スポットにおける本の回

収は、外部委託しています。 

エ 館内の清掃業務、機械警備、設備の保守点検、図書館電算システムの構

築、保守点検は、外部委託しています。 

オ おはなし会などの事業は、図書館登録サークルの協力を得て開催してい

ます。 

 

【図表３ 市立図書館の事業サービス】 
 

 

職員が行って
いるもの 

 

・市立図書館の運営方針・企画・運営・管理業務 

・資料の選択・収集・除籍・管理 

・資料の貸出・返却・延長業務 

・書庫資料の出納業務 

・レファレンス（調査・相談）サービス 

・児童・高齢者・障がいのある方へのサービス 

・資料の装備 

・汚破損資料の修理 

・利用者の登録 

・他の自治体等との相互貸借業務 

・学校図書館との連携 

・庁内連携事業（行政資料） 

委託業者が 

行っている 

もの 

 

・移動図書館の運転業務 

・図書の配送業務、返却スポットの回収業務 

・各種機械設備の維持・管理 

・施設の保守点検 

・図書館電算システムの構築、保守点検 

・施設の清掃業務（館内・施設内） 

 

 

 

事 

業 
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第２章 京田辺市立図書館を取り巻く現状と課題 

１ 利用状況等 

 

（３）近年の主な取組 
 

ア 南部まちづくりセンターで、本の返却スポット・予約資料の受け渡しを

しています。 

イ 無印良品松井山手店舗内に、返却ブックポストを設置しています。 

ウ 三山木地域の民間の留守家庭児童会（Ｓola・みんなのき俱楽部）に、

移動図書館を巡回しています。 

エ 季節に合わせたテーマ展示や、図書館講座、書庫公開ＤＡＹなど、多様

なイベントを開催しています。 

オ 中央図書館１階ロビーに、市立図書館で不要になった本のリサイクルコ

ーナーを設置しています。 

カ 市役所子育て支援課と連携して産前産後サポート事業「絵本についての

講座」の講師を務めています。 

キ  令和５年の北部住民センターのリニューアルに伴い、北部分室の壁紙の

張り替えを行いました。 

ク 安心して読書が楽しめるよう、中央図書館に本の除菌機を設置していま

す。 

ケ 中央図書館の１階開架室と各分室に、Wi-Fi 環境を整備しています。 

コ 中央図書館の１階ロビーにマイボトル型ウォーターサーバーを設置して

います。 

 

（４）市立図書館の活動上の特徴 
 

ア 市立図書館では貸出冊数の上限設定がなく、２週間で読める冊数だけ借

りることができます。 

イ 市立図書館への来館が困難な利用者に対して、宅配サービスや郵送貸出

を行っています。また、本を読むことが困難な利用者の方に少しでも本

の楽しみに触れてもらえるよう、障がい者用サポート機器を設置してい

ます。 

ウ ギャラリー「かんなび」が併設されており、市民の皆さんの創作活動の

発表の場として年間を通していつも使用されています。 
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第２章 京田辺市立図書館を取り巻く現状と課題 

２ 市立図書館に関する統計及び概況 

 

２ 市立図書館に関する統計及び概況  

 

（１） 市立図書館の利用の状況【図表４参照】 
 

京田辺市の人口は、平成２９年度から令和６年度までの間に約３,２００人増

加しており、市としては緩やかな成長を続けています。一方で、図書館で貸出

しを行った利用者数（実人数）は、平成２９年度には約１万５千人であったも

のが、令和元年度には約１万４千人となり、新型コロナウイルス感染症の影響

を受けた令和２年度には約１万人まで大きく落ち込み、その後の令和６年度時

点でも同程度にとどまっています。長期的な単調減少というより、コロナ禍を

契機とした急激な減少から、完全には戻りきっていない状況といえます。 

子どもの利用者数は、平成２９年度の約４,２００人から令和２年度には約    

２,３００人まで大きく減少し、その後令和６年度には約２,6００人まで回復し    

ているものの、なおコロナ禍前の水準には届いていません。 
 

【図表４】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項    目 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 

人口[４月１日現在] 68,508人 69,207人 69,723人 

利用者数 

（子どもの利用数） 

15,368人 

(4,208人) 

14,763人 

(4,009人) 

14,141人  

 (3,826人) 

市民利用者数 14,972人 14,436人 13,847人 

 

項    目 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

人口[４月１日現在] 70,217人 70,568人 70,785人 

利用者数 

（子どもの利用数） 

10,986人 

(2,290人) 

11,391人 

(2,417人) 

11,608人 

(2,349人) 

市民利用者数 10,753人 11,167人 11,367人 

 

項    目 令和5年度 令和6年度 

人口[４月１日現在] 71,464人 71,667人 

利用者数 

（子どもの利用数） 

11,918人 

(2,706人) 

11,804人 

      (2,608人) 

市民利用者数  11,698人 11,592人 
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図５ 利用状況

系列 系列

第２章 京田辺市立図書館を取り巻く現状と課題 

２ 市立図書館に関する統計及び概況 

 

      （２） 市立図書館貸出状況の推移【図表５・６参照】 
 

貸出冊数については、平成２９年度の約８８万冊から、令和元年度には約８

１万冊へと減少した後、令和２年度には約７０万冊まで落ち込みましたが、そ

の後持ち直し、令和６年度には約７６万冊となっています。利用者数の減少幅

に比べると貸出冊数の落ち込みは小さく、１人あたりの貸出冊数はむしろ増加

している状況にあり、図書館を継続的に利用している市民の読書意欲は引き続

き高いことがうかがえます。 

移動図書館については、貸出冊数が平成２９年度５４,６０７冊、令和元年度

４６,９３９冊、令和２年度４１,３９２冊、令和６年度４３,１０１冊と推移し

ており、コロナ禍を挟んで一定の減少はあるものの、市内各地で安定して４万

冊以上の貸出しを行っている状況です。来館が難しい地域や世帯に本を届ける

サービスとしての役割は維持されている一方で、こちらもコロナ禍前の水準に

はわずかに届いていないことがうかがえます。 
 

【図表５】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度 令和 5 年度 令和 6 年度 

中央 

図書館 

貸出冊数 551,440 551,460 514,387 435,506 494,802 501,876 490,074 480,791 

貸出者数 107,583 105,469 95,515 75,756 84,401 84,737 84,248 83,424 

北部分室 
貸出冊数 206,123 201,847 189,652 166,156 161,296 191,104 189,324 176,116 

貸出者数 45,077 42,972 39,022 33,210 32,390 37,306 37,755 37,320 

中部分室 
貸出冊数 69,731 71,514 66,500 55,420 55,702 65,229 59,501 59,634 

貸出者数 15,001 15,163 13,883 10,563 10,648 11,996 11,399 11,442 

南部 

まちづくり 

センター 

貸出冊数 ー ー ー ー ー 2,449 3,053 2,807 

貸出者数 ー ー ー ー ー 1,440 1,818 1,770 

移動 

図書館 

貸出冊数 54,607 51,432 46,939 41,392 42,919 42,929 42,623 43,101 

貸出者数 4,506 4,523 3,811 3,394 3,568 4,701 3,729 3,897 

全体 

貸出冊数

合計 
881,901 876,253 817,478 698,474 754,719 803,587 784,575 762,449 

貸出者数

合計 
172,167 168,127 152,231 122,923 131,007 140,180 138,949 137,853 

貸出

者数 

（冊） （人） 

【図表６ 貸出状況】 

（単位：冊、人） 

貸出  

冊数 

H

 

H

 

Ｒ 

元 

Ｒ
2 

 Ｒ
3 

 Ｒ
4 

 Ｒ
5 

 Ｒ
6 
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第２章 京田辺市立図書館を取り巻く現状と課題 

２ 市立図書館に関する統計及び概況 

 

          （３）  リクエスト利用状況の推移【図表７参照】 
 

予約件数は平成２９年度から令和元年度にかけて一時的に減少したものの、

令和６年度には７万7千冊とコロナ禍前を上回る水準となっています。 
 

【図表７】                                  （単位：件） 

 

 

 

（４） おはなし会参加状況の推移【図表８参照】 
 

おはなし会の参加者数については、平成２９年度には約１,８００人であった           

ものが、コロナ禍による中止を経て再開後は約１,４００人と、コロナ禍前に近           

づきつつも完全には戻っていない状況です。 
 

【図表８】                                   （単位：回、人） 

    
 

平成29年度 

 

 

平成30年度 

 

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 

中央 

図書館 

予約件数 40,268 40,495 37,723 36,777 46,105 44,180 43,229 43,205 

購入希望 

件数 
3,562 3,179 2,785 2,451 3,038 2,792 2,550 2,504 

北部分室 

予約件数 20,383 21,136 19,344 19,685 22,928 26,519 27,139 26,319 

購入希望 

件数 
1,597 1,655 1,544 2,042 2,301 2,691 1,864 1,603 

中部分室 

予約件数 10,336 9,720 8,365 7,459 8,661 8,727 7,950 7,976 

購入希望 

件数 
846 785 846 637 656 714 699 636 

全体 

予約件数

合計 
70,987 71,351 65,432 63,921 77,694 79,426 78,318 77,500 

購入希望

件数合計 
6,005 5,619 5,175 5,130 5,995 6,197 5,113 4,743 

    
 

平成29年度 

 

 

平成30年度 

 

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 

中央 

図書館 

回 数 57 56 47 ー ー ー 38 49 

人 数 1,034 1,001 776 ー ー ー 668 930 

北部分室 
回 数 51 47 43 ー ー ー 37 49 

人 数 578 501 438 ー ー ー 237 306 

中部分室 
回 数 38 37 30 ー ー ー 11 25 

人 数 177 234 208 ー ー ー 58 158 

全体 

回数合計 146 140 120 ー ー ー 86 123 

人数合計 1,789 1,736 1,422 ー ー ー 963 1,394 
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第２章 京田辺市立図書館を取り巻く現状と課題 
２ 市立図書館に関する統計及び概況 

 

           （５）  映像ブース利用状況の推移【図表９参照】 
 

              映像ブースの利用件数は、平成２９年度約３,９００人から令和元年度約３,０   

００人、コロナ禍による閉鎖を経て令和６年度には約１,７００人へと大きく減少   

しており、映像コンテンツの視聴環境や利用スタイルの変化も見られます。 
 

【図表９】                                （単位：件、人） 

 

※ おはなし会と映像ブースの利用は、令和２年度から令和４年度まで、新型コロナウイルス 

感染症の拡大防止のため、中止していました。 

 

 

 このように、市立図書館は、貸出冊数や予約件数の面でなお高い水準を保ち、

熱心な利用者に支えられている一方で、貸出しを行った利用者数や子供のイベ

ント参加・映像ブース・移動図書館の利用などの面ではコロナ禍前の水準に戻

りきっておらず新たな生活様式や情報環境の下で「図書館に足を運ぶ」きっか

けや利用のされ方が変化していることがうかがえます。以下、現状と課題をい

くつかの観点から整理します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    
 

平成29年度 

 

 

平成30年度 

 

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 

中央 

図書館 

件 数 2,626 2,344 1,991 ー ー ー 861 1,330 

人 数 3,932 3,572 3.089 ー ー ー 1,138 1,685 
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第２章 京田辺市立図書館を取り巻く現状と課題 

３ 現状と課題 
 

３ 現状と課題 
 

（1） 貸出状況と蔵書構成 
 

〇 貸出と蔵書構成の観点から見ると、貸出冊数の上限設定がないことか 

ら、同規模の自治体と比較して、市立図書館の貸出冊数は全国的にも高

い水準にあり、貸出冊数が全国で４位となっているほか、予約件数も令

和６年度にはコロナ禍前を上回っています。これは、図書館を継続的に

利用している市民が、引き続き多くの資料を借り、予約も活用しながら

読書や調べ物を行っていることを示しており、利用者の読書欲求に応え

られる資料の選書・収集が一定程度実現していると認識しています。 
 

〇 市立図書館では、毎年新たな資料の購入と除籍を計画的に行い、利用状

況や時代の変化を踏まえながら蔵書の入れ替えを続けています。必要な

蔵書の蓄積に加えて、職員が利用のデータや現場の声を踏まえて選書と

除籍を行うことにより、常に現在のニーズに応える資料を維持してきた

ことが、貸出・予約の高さに反映されているといえます。 
 

〇 蔵書冊数については、市立図書館の収容可能冊数を大幅に超過している

状況です。資料の充実という点では強みですが、書架が過密で背表紙だ

けが並ぶ状態になりやすく、「思わず手に取ってみたくなる本」との出

会いが生まれにくい面もあります。蔵書の量と質を維持しつつ、棚の見

やすさや本との出会いやすさをどう確保するかが課題となっています。 
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第２章 京田辺市立図書館を取り巻く現状と課題 

３ 現状と課題 

 

（2） 利用者層の変化と図書館イメージ 
 

〇 人口自体は増加している一方で、図書館の利用に結びついていない層が

一定数存在していることがうかがえます。 

現在の市立図書館の利用は、「普段から本を読む人」「本が好きな人」「静

かな環境の中で利用したい人」を中心に、多様な年代の市民に支えられ

ていますが「図書館は本を借りるための静かな場所」というイメー ジが

根強く残っていることもあり、来館のハードルとなっている面もありま

す。複合型公共施設に向けたワークショップでも、そのような声が示さ

れています。 
 

〇 開架スペースにおいて利用者がゆったりと資料を見たり、長時間滞在し

やすい椅子やテーブルが十分ではないため、図書館を「居心地のよい居

場所」として利用するうえでの妨げとなっています。現行の開館時間が

平日１０時〜１８時に限られていることも、仕事や学校の前後の時間帯

や休日に利用したい市民にとっては、図書館に立ち寄りにくい要因とな

っている可能性があります。 
 

〇 新しい生活様式や働き方の中で、空間構成や開館時間のあり方、図書館

像の伝え方などを含めて検討していくことが課題となっています。 

 

 

（3） サービス形態と情報環境の変化 
 

〇 サービス全体の形態と情報環境の変化という観点から見ると、インター

ネットの普及により、電子書籍での読書や、スマートフォンやパソコン

からの情報取得が一般化しており、年代を問わずデジタルへの移行が進

んでいます。 
 

〇 予約件数が増加していることは、紙の本に対するニーズ自体は引き続き

高く、むしろ「必要な本を確実に入手したい」という志向が強まってい

ることを示しています。 

 

〇  映像ブースの利用が大きく減少していることは、映像コンテンツの視聴

環境が家庭内の配信サービス等に移行しつつある現状を反映していると

考えられます。 
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第２章 京田辺市立図書館を取り巻く現状と課題 

３ 現状と課題 

 

〇 移動図書館の貸出冊数は、コロナ禍を挟みながらも４万冊以上の貸出を

維持しており、市内各地域への図書館サービスの提供手段として一定の

役割を継続しています。 
 

〇  市内には返却や予約資料の受け取りができる拠点が複数設けられていま

すが、これらの存在や活用方法がどの程度市民に周知されているか、十

分に検証されていない面もあります。来館による利用と、移動図書館・

返却スポット・デジタルサービスなどを組み合わせた「利用しやすさ」

をどう設計していくかが課題となっています。 

 

 

（4） 学習支援とレファレンス 
 

〇   調べ学習や課題解決の支援という観点から見ると、市立図書館はこれま

でも、子どもの調べ学習のための資料や、大人の学習支援・自己

啓発のための資料を整備し、学校や地域での学びを支えてきました。 子

どもの利用者数やおはなし会の参加者数がコロナ禍前の水準に戻ってい

ないことから、図書館が学びの場として活用される機会も、以前に比べ

ると限られている可能性があります。 
 

〇 学校現場では調べ学習の重要性が増している一方で、学校図書室と市立

図書館との連携や、図書館から学校への資料提供・調べ方の支援が、ど

の程度体系的に行われているかについては、引き続き検討する必要があ

ります。学校・大学との連携やレファレンス体制の整備など、サービス

を体系的に位置づけ直すことが今後の課題となっています。 

また、一般利用者からのレファレンス（調査・相談）についても、相談

内容が高度化・多様化する中で、限られた人員でどのように対応し、ど

の範囲までを図書館が担うのかといったことを整理していく必要があり

ます。 
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第２章 京田辺市立図書館を取り巻く現状と課題 

３ 現状と課題 

 

（5） 職員体制と専門性 
 

〇 職員体制と専門性について見ると、市立図書館はこれまで、貸出・閲 覧

サービスや選書、行事の企画などにおいて、職員が一定の成果を上げて

きました。しかし、コロナ禍を経て、デジタル化への対応、調べ学習支

援やレファレンスの高度化、居場所としての空間づくりや他施設との協

働など、求められる役割が広がっていることから、これらすべてを限ら

れた人数で担っていくことの難しさも明らかになっています。 
 

〇 選書や除籍、郷土資料の収集・保存といったコレクション形成、レファ

レンスや調べ学習支援といった専門的業務、利用統計の分析に基づくサ

ービス評価・改善、複合型公共施設全体を見据えた企画立案などは、一

定の経験と専門性を要する業務です。こうした業務を安定して担うため

には、長期的な視点で知識と経験を蓄積していける職員を今後どのよう

に育成・配置していくかが大きな課題となっています。 
 

〇 開館日・開館時間の拡充や、イベント・講座の増加などに対応するため

には、職員だけではなく、民間活力の導入を含めた検討を行うことが課

題となっています。 
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第３章 これからの京田辺市立図書館の目指す姿と使命 

 

第３章  これからの京田辺市立図書館の目指す姿と使命  

 

１ 市立図書館の目指す姿（ビジョン） 

 
 

 

図書館資料の利用を目的とする人だけではなく、これまで図書館を利用したこ

とのない人にとっても有意義な施設となり、一人でも多くの京田辺市民に「図書

館があって良かった」と感じてもらえることを目指します。 

 

 

2 市立図書館の使命（ミッション） 

 

 

 

公共図書館は、利用者があらゆる種類の知識や情報をたやすく入手できるよう

にする地域の情報センターです。 

市立図書館は、図書館資料や情報、出会いの場の提供を通して、市民の生き生

きとした豊かな暮らしに寄与することを使命と捉えていきます。 

 

 

 

目指す姿（ビジョン） 

すべての市民が利用したくなる図書館 

図書館資料と場所の提供を通して、 

市民の生活を豊かにする 

使命（ミッション） 
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第４章 具体的な取組 

１ ５つの取組 
 

第４章  具体的な取組  

１ ５つの取組（アクション） 

 

前章にて掲げた「すべての市民が利用したくなる図書館」の実現に向け、市

立図書館では、計画の前期期間（令和８〜１２年度）に、次の５つの取組（ア

クション）を進めていきます。 

（１）人と本との出会いのサポート 

（２）居心地のよい空間づくりと「つながり」をはぐくむ仕掛け 

（３）誰もが利用しやすい図書館サービスとデジタル環境の整備 

（４）調べ学習と課題解決を支えるサービスの充実 

（５）新たなサービスを実施するために職員の力を引き出す仕組みづくり 

 

（１）人と本との出会いのサポート 
 

ア 魅力あるコレクション構築 
 

はじめに重要となるのは、市立図書館の強みである貸出・予約の高さを支え

ている基盤として、魅力あるコレクションをどのように維持・発展させていく

かという点です。図書館は、市民の活動の拠点として、乳幼児から高齢者まで

あらゆる年齢層に利用を促し、活動の多様化・活性化を図っています。そのた

めには、学習や生活に役立つ資料、趣味や教養を広げる資料などを系統立てて

収集し、利用者が必要とする資料にスムーズにたどり着けるようにしておくこ

とが不可欠です。 

 

〇 レファレンスサービスを通じた会話をしながら利用者の求めるニーズを

丁寧に聞き取り、その声を選書に生かす「利用者と資料をつなぐサービ

ス」は一定の成果を上げています。市民の学びを支える図書館資料を向

上させるために、利用者との対話を土台とした選書を行い、計画的に資

料収集をしていきます。 
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第４章 具体的な取組 

１ ５つの取組 

 

〇 限られたスペースの中で新しい資料を継続的に受け入れていくためには、   

利用状況や内容の新しさ、保存しておく必要性などを踏まえて、既存の    

資料を計画的に整理し、棚を更新していきます。 
 

〇 現在のサービス水準と棚の質を維持しながら蔵書の更新と保存のバラン

スを取るために、「新しい本を入れる」「古くなった資料を整理する」と

いう両面を計画的に行い、利用者にとって利用しやすい棚を作っていき

ます。 
 

〇 複合型公共施設への移転を見据え、従来から図書館を利用してきた 

人々に加え、新しい利用者層にも応えられるよう、新しい分野や表現に

対応した、基礎的な入門書や専門書、児童書、地域に関する資料など、

図書館として大切にすべき資料をバランスよくそろえていきます。 
 

〇 現代の京田辺市民の暮らしに役立つ資料と、京田辺市の歴史を伝える資

料の両者を踏まえた、紙以外の媒体も含めたすべての図書館資料を「京

田辺市のコレクション」として捉え、次世代の京田辺市民にふさわしい

姿に整えていくことを目指します。 
 

〇 ゆっくりと落ち着いた雰囲気の中で学習が出来るよう、それぞれの利用

実態に応じた図書館資料をバランス良く収集・保存・除籍を行い計画的

に整備していきます。 

 

イ デジタル資料の充実 
 

インターネットの普及により、様々な情報をオンラインで取得することが可

能となり、読書や調べ物の方法が大きく変化しています。家にいながら知りた

いことが分かる便利さがある一方で、インターネット上の情報には不正確な情

報や偏った内容が含まれているリスクも存在します。このような状況の中で、

図書館には信頼できる情報源を選び、紙とデジタルの双方から提供していく役

割が求められます。 

 

〇 紙の資料とデジタル資料の双方を「人と本との出会い」を支える柱とし   

て位置づけることで、来館者に対しても在宅の利用者に対しても、市立

図書館ならではの情報提供ができる体制を整えていきます。 
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第４章 具体的な取組 

１ ５つの取組 
 

〇 来館しなくても利用できる図書館サービスとして、電子書籍や音声コン

テンツの貸出し、紙での貸出しが難しい歴史的価値の高い資料などをオ

ンライン上で閲覧できる仕組みなどを検討していきます。こうしたサー

ビスを通じて、アナログ・デジタルを含めた資料との出会いをサポート

します。 
 

〇 市民の生活環境が変化する中、将来的なニーズを見据え、利用者の関心

が高く利便性の向上に繋がる電子書籍やオーディオブックサービスの導

入、資料のデジタルアーカイブ化など、すべての人が利用しやすい環境

を整えていきます。 

  

   

（２）居心地のよい空間づくりと「つながり」をはぐくむ仕掛け 
 

ア  居心地のよい空間づくり（館内環境・ハード面のリニューアル） 
 

収集した紙の資料とデジタル資料が、利用者にとって「使いやすく、居心地

のよいかたち」で提供されるよう、空間づくりに取り組みます。 

 

〇 保護者や乳幼児がくつろげるスペースや、座り心地のよい椅子やソファ

など、利用の用途に合わせたスペースを設けることで、長時間でも読書

や学習がしやすい環境を整えます。 
 

〇 現在は原則禁止としている会話や飲食についても、館内の一部に会話や

軽い飲食が可能なスペースを設けることなどを検討し、これまで図書館

を利用しなかった人も気兼ねなく利用できる居心地のよい空間づくりを

進めていきます。 
 

〇 複合型公共施設への移転に際しては、「すべての市民が利用したくなる

図書館」を実現するため、施設内での共有部分も含めた上で中央図書館

のレイアウトやゾーニングなどを見直し、内装・デザインや什器の変更

を検討していきます。「静か」「賑やか」のゾーニングを行うことで、ど

ちらの人も居心地よく滞在できる中央図書館を目指します。 
 

〇 図書館資料を施設全体で使用できるよう、館外の共有スペースや他施設

と連携した展示・閲覧の方法について検討します。 
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第４章 具体的な取組 

１ ５つの取組 

 

〇  分室については、限られたスペースの中であっても居心地よい空間を演

出できるよう、家具配置や照明、掲示方法の工夫など、適宜改善を進め

ていきます。 

 

イ 人と本がつながる仕掛けづくり 
 

図書館は、新たな本や学びと出会い、本を通して世界とつながることができ

る入り口となる場です。この役割を十分に果たすためには、書架に本を並べる

だけでなく、本と読者を結びつける仕掛けが必要になります。 

 

〇 「みんなで創る“つながり”“ひろがる”文化の広場」という複合型公

共施設のコンセプトに沿った、本や情報を介したコミュニケーションの

場づくりを進めます。目的がなくても近くに来た時にぶらりと立ち寄り

たくなるような明るく楽しい雰囲気を大切にし、本や人、場所を通じて

乳幼児から高齢者まで、様々な人が利用しやすい開かれた場所であるこ

とを目指します。 
 

〇 「利用してみたい」「行ってみたい」という関心を引き出すために、ホ

ームページや広報をはじめ、ＳＮＳなどのさまざまな媒体を積極的に活

用しながら、図書館の魅力をわかりやすく発信していきます。また、市

役所関係施設や学校、幼稚園などにもチラシの配布を依頼しサービスの

内容を周知していきます。 

 

ウ 新たなターゲットに向けたイベントの実施 
 

人と本とのつながりをさらに広げるためには、イベントや講座を通じて、新

たな利用者層に図書館の存在や魅力を伝えていくことも有効です。市立図書館

は、資料の提供だけではなく、人・資料・場所がそろった知識や情報の拠点と

して、乳幼児から高齢者まであらゆる世代が利用できる場となっています。 

 

〇 今まで図書館を利用したことがない人も参加しやすい様々な取組、例え

ば乳幼児に向けた読み聞かせや親子向け講座、地域の歴史や文化などを

テーマにした大人向けの講座、利用者同士の交流を促進する読書会やワ

ークショップなどを実施し、利用者層の拡大を図ります。 
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第４章 具体的な取組 
１ ５つの取組 
 

エ 中央図書館登録サークルや地域団体との協働 
 

イベントや講座を充実させるためには、図書館だけでなく、地域の人々や団

体との協働が大きな力となります。 

 

〇 中央図書館登録サークルと協働し、サークル活動の活性化と市立図書館

の利用促進が相互に支え合う形となるよう、幅広い世代の方が活躍でき

る場を作り、協力しながら様々な事業を行い、一層の協働を図ります。 
 

〇  市立図書館では他部署をはじめ文化協会等の関連団体や、京田辺市内の

各施設とつながり協働して事業を実施することにより、図書館外の場に

おいても共に市民サービスの向上を図る機会づくりを行っていきます。 
 

〇 返却スポットなど、地域でのサービス拠点を設けることで、利用者が効

率よく利便性を高めることができるため、図書館をさらに使いやすくし

ていく観点からも他の施設との協働を進めます。 
 

 

 

（３）誰もが利用しやすい図書館サービスとデジタル環境の整備 

 

インターネットの普及により、情報へのアクセス方法そのものも変化してい

る中、市全体として「どこに住んでいても」「どのような事情があっても」利

用しやすいサービスと、来館・在宅の両方を支えるデジタル環境を整えること

が必要です。 

 

ア 市立図書館全体としての機能強化（中央図書館・分室・移動図書館） 
 

京田辺市全体として図書館サービスが行き届くよう、中央図書館・分室・移

動図書館の役割と連携を整理し、機能を強化していきます。市立図書館が同じ

方向性のもとでサービスを展開できるようにするためには、中央図書館だけで

はなく、北部分室・中部分室・移動図書館などを含めた「市全体の図書館」と

しての視点が必要です。 
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第４章 具体的な取組 

１ ５つの取組 

 

〇 中央図書館は、全市民の資料要求に応えられるよう、市における図書館 

システムの中心的な機能を担っています。専門的な資料や郷土資料、児

童サービスなど、幅広い分野の資料とサービスを集約し、分室や移動図

書館の後方支援も行っていきます。 

北部分室と中部分室は、それぞれの住民センターの複合施設であること

から、住民センターの利用とあわせて図書館を利用してもらえるという

相乗効果が期待できます。その特性を生かし、施設全体の利用状況を踏

まえた選書や展示を行うことで、身近な場所で図書館機能を提供してい

きます。 
 

〇  移動図書館は、京田辺市全域を対象とするサービスとして来館が難しい

地域や世帯に本を届ける役割に加え、地域の高齢者や子育て世代にとっ

ての交流の場としても機能しており、地域コミュニティを支える一面も

あります。今後も、このような全域サービスとしての役割を維持しなが

ら、巡回場所や停車時間などについて利用状況を踏まえた見直しを行い、

より利用しやすい形を検討していきます。 
 

〇  複合型公共施設への移転を見据え、従来の業務に加えて読書活動の支援

や課題解決支援などの専門的業務をさらに進めるためには、地域特性を

踏まえた効果的・効率的な管理運営の方法を検討する必要があります。

図書館としての専門性や公共性を損なうことなく、職員が 中心となって

判断と企画を担えるように管理運営体制を整えることで、サービスの向

上を図っていきます。 

 

イ 図書館を利用しにくい方へのサポート 
 

「図書館を使ってみたいけれど、さまざまな理由で利用しにくい」と感じて

いる市民へのサポートを充実させます。 

 

〇 市立図書館では、本を読むことや来館が困難な利用者に対して、大きな

活字の本や点字図書のほか、拡大読書器やデイジー図書再生機、対話支

援スピーカーなどを整備し、また、宅配サービスなどによる読書支援も

行っています。今後も、こうした取組を維持・発展させながら、どのよ 
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第４章 具体的な取組 

１ ５つの取組 

 

うな環境や状況にある人であっても、できる限り等しく読書や情報への

アクセスができるようにすることを目指します。 
 

〇 「誰もが利用しやすい図書館」を実現するうえで、利用の際の介助や、

手話・筆談などによるコミュニケーション手段の確保、必要に応じた説

明文書の整備など、個々の状況に応じたきめ細やかな対応を心がけます。 

 

ウ 機器導入による利便性の向上 
 

〇 図書館サービスを利用しやすくするために、利用者が自分のペースで手

続きを行えるようＩＣタグを使用したセルフ貸出機を導入し、貸出・返

却・予約本の受け取りの一部を利用者自身が行えるようにします。カウ

ンターでの対面による貸出方法とセルフ貸出機を併用することで、忙し

い時間帯でも待ち時間を減らすなど、効率化にも繋がります。また、ＩC 

タグの活用は資料の所在管理や紛失防止にもつながり、誰もが安心して

使える図書館づくりに寄与します。 

 

〇 開館時間中の来館が難しい利用者でも本を返却しやすい環境を整えるた

めに、返却ポストや返却スポットの運用状況を踏まえた見直しを行いま

す。 
 

〇 図書館の開館時間外に予約資料を受け取れるようにするため、予約資料

受取ロッカーの設置を検討し、仕事や家庭の事情で来館時間が限られて

いる利用者にとっても利用しやすいサービスの提供を目指します。 

 

（４）調べ学習と課題解決を支えるサービスの充実  
 

学校や地域での調べ学習、暮らしや仕事の中での課題解決など、図書館に寄

せられる相談や情報ニーズは多様化しています。こうした状況を踏まえ、市立

図書館は「本を貸す場」にとどまらず、調べ学習や課題解決を支えるサービス

を、図書館サービスの柱の一つとして位置づけていきます。 
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第４章 具体的な取組 

１ ５つの取組 

 

ア 調べ学習資料とレファレンスサービスの充実 
 

市立図書館では、子どもの調べ学習の資料や、大人の生涯にわたる学習支援

や自己啓発のための資料をそろえることで、学校や地域での学びを支えてきま

した。今後は、こうした資料の充実に加えて、調べ方そのものを支援するレフ

ァレンスサービスを一層強化していきます。 

 

〇 利用者からの相談に応じて、どの資料やデータベースのどの部分をどの

ように参照すればよいかを案内する「調べ方のナビゲート」を丁寧に行

います。また、よく問合せのあるテーマについては、テーマごとの調べ

方ガイドを作成し、館内掲示やウェブサイトで提供することにより、利

用者が自分の力で情報を探しやすくなるようにします。 
 

〇 子ども向けには「調べ学習の進め方」を学べる講座、大人向けには「情

報の探し方や読み方」を学べる講座などを実施し、図書館を情報リテラ

シーを育てる場としても活用していきます。 
 

〇 職員がレファレンスのノウハウを共有し、調べ学習支援の体制を整えて

いくことにより、図書館全体として調べものに強いサービスを提供でき

るようにしていきます。 

 

イ 学校・学校図書室及び大学・大学図書館との連携 
 

調べ学習や課題解決を支えるためには、学校や大学との連携も大きな役割を果た

します。 

 

〇 学校図書室と市立図書館の職員が情報交換を密にすることで、学習で活

用できる資料を十分に学校へ提供できるように収集に努めます。また、

京都府立図書館が行っている「学校支援セット」も活用しながら、調べ

る学習を目的とする授業のサポートを行っていきます。 
 

〇 教員が授業で使用する京田辺市の歴史に関する資料についての案内を行

うことにより、子どもたちが調べ学習を通じて地域に関心を持てる環境

を整えていきます。 市立図書館の施設見学や職場体験などの受入を行う

ことで、子どもたちが図書館の役割や仕事の内容に触れ、新たな資質や

能力の向上、生きた学びの機会が得られるよう支援します。 
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第４章 具体的な取組 

１ ５つの取組 

 

〇 大学の司書課程での図書館実習の受入を行い、大学で学んだ知識や技術

を実際の図書館業務の中で経験してもらうことにより、将来の図書館を

担う人材の育成にも貢献します。また、全国の大学図書館からの資料の

借り受けや、大学図書館で所蔵する資料を、直接大学図書館で閲覧でき

る体制を引き続き維持していきます。このように、市立図書館が学校・

大学と連携して学びのネットワークを広げることにより、調べ学習や課

題解決を支えるサービスを一層充実させていきます。 

 

（５）新たなサービスを実施するために職員の力を引き出す仕組みづくり 
 

５つの取組を継続的に実現し、変化する状況に合わせて発展させていくた

めには、それぞれを企画し、実行し、評価し、改善していく専門性の高い職

員の存在と、その力を十分に発揮できる仕組みが重要です。この取組では、

図書館サービスの業務に精通した職員の確保と育成を行い、管理運営体制の

あり方についての方向性を示します。 

 

ア 職員の人材育成 
 

図書館サービスを円滑かつ効果的に実現するためには、従来から評価が高い

市立図書館の貸出や閲覧サービスの継続に加え、選書や展示などのサービス、

さらにこれまで十分に行われてこなかった新たなサービスについても、専門的

な知識と京田辺市の状況に関する深い理解が必要です。また、デジタル時代の

到来をはじめとして社会の状況が大きく変化している中で、中長期的な将来を

見据えたサービス展開の計画力も求められます。 

 

〇 市立図書館全体を担う職員は、各種研修制度などを活用しながら、貸

出・閲覧といった基本的なサービスにくわえて、選書やレファレンス、

デジタル資料の活用、イベントや講座の企画立案、利用統計の分析と評

価など、幅広い業務を担える専門知識が必要です。こうした能力は、一

度の研修で身につくものではなく、同じ地域・同じ図書館で経験を積み

重ねることによって少しずつ育っていくものです。そのため、職員が長

期的な視点でスキルを蓄積し、知識やノウハウを後進に引き継いでいけ

るよう、職場内での研修や外部研修への参加を通して、人材育成の充実

を図っていきます。 
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第４章 具体的な取組 

１ ５つの取組 

 

〇 利用者の話に耳を傾け、ニーズを丁寧にくみ取るためには、コミュニケ

ーションの力を高めることが必要です。選書やレファレンス、イベント

企画などすべてのサービスの質を高めるために、取り扱った事例の情

報を職員間で共有することで、利用者のニーズに対応できる体制を整

えます。 
 

〇 市立図書館のこれからのあり方に目を向け、未来志向の図書館を目指し

て考え、行動できるよう、外部講師による研修や先進事例の視察などを

通じて、業務に対する意識の改革にも取り組んでいきます。  

 

イ 継続的な職員の確保と新たな管理運営体制の確立 
 

人材を確保し育成するためには、図書館サービスの業務に精通した職員が、

長期的な視点で配置されていることが不可欠となります。 

 

〇  職員は、利用者と資料をつなぐサービスを軸として、資料との出会いの

機会を創出しています。利用者からの多岐にわたるレファレンスに応え

るためには、資料に精通した職員が地域の貴重な資料の収集や保存、提

供を継続的に行っていきます。 
 

〇 中央図書館・分室・移動図書館それぞれの利用状況を把握し、全体とし

ての課題や強みを分析した上で、市としてどのようにサービスを配置し

直すかを考える役割を担っていきます。 
 

〇 中長期的な展望に立って様々な機能を円滑に展開させるためには、複合

型公共施設への移転後の管理運営体制の確立にあたり、多様化する高度

なサービスを提供するための専門性の高い職員の確保と同時に、効率性

の高い運営も求められます。これらのニーズに対応するには、施設整備、

維持管理や開館日・開館時間の拡充なども含めた運営の見直しと合わせ

て、選書や保存、レファレンス（調査・相談）、企画立案、利用分析等

に注力できる体制の構築を進めます。 
 

〇 図書館の専門性と公共性を維持・強化することを前提に、民間の活力の

導入についても検討し、職員が専門的な業務に集中できるような役割分

担を整えることで、「質の確保」と「利用のしやすさ」の両立を目指し

て利用者へのサービスの向上を図っていきます。 
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第４章 具体的な取組  

２ 成果指標 

 

２ 成果指標 
 

本プランの中間年度である令和１２年度末に、５つのアクションの進捗と達成状

況を測るにあたり、以下のように成果指標を設定します。最終年度である令和１７

年度の目標については、令和１２年度までの実績を踏まえた上で、指標と目標値の

見直しを行います。 
 

№ 指 標 名 現状値（R６年度） 目標値（R１２年度末） 目標値（R１７年度末） 

1 貸出冊数 762,449 冊 

850,000 冊 

令和元年度～令和６年度末

の平均貸出冊数より 10％

増加を目指す 

935,000 冊 

利用者層の拡大を図り令

和 12 年度末の目標冊数

から 10％増加を目指す 

2 
貸出を行った利用者

数（実人数） 
 11,804 人 

平成 29 年度〜令和元年度

の水準（約 14,000 人）に

近づいていることを目安と

し、減少傾向に歯止めがか

かっている 

16,000 人 

令和 12 年度末の利用者

数より 10％増加を目指

す 

3 子どもの利用者数  2,608 人 

2,800 人 

令和６年度末の利用者数よ

り 10％増加を目指す 

3,000 人 

令和 12 年度末の利用者

数より 10％増加を目指

す 

4 新規登録者数  1,373 人 

平成 29 年度〜令和元年度

の水準（約 1,800 人）に

近づいていることを目安と

し、減少傾向に歯止めがか

かっている 

2,000 人 

令和 12 年度末の利用者

数より 10％増加を目指

す 

5 

蔵書構成・選書方針

の文書化及び年１回

の見直し実施状況 

内 部 向 け 方 針 は あ る

が、体系的な文書化・

共有は限定的 

図書館全体の蔵書構成・選

書方針を文書化し、館内で

共有するとともに、年１回

の点検・見直しを実施して

いる 

年１回の点検・見直しが

定着し、必要に応じて内

容が更新されている 

6 
図書館行事の実施状

況 

年間37回（目的別の整

理は限定的） 

年間の図書館行事を、７５

回以上実施している 

令和１２年度の水準を概

ね維持し、その内容が継

続的に改善されている 

7 

学校との調べ学習・

読書活動支援を実施

した学校数 

「他機関・他部署との

連携事業」11 件のう

ち、学校支援の内訳は

整理されていない 

市内小中学校のうち、少な

くとも半数の学校と年間１

件以上の調べ学習支援また

は読書活動支援を行ってい

る 

市内全小中学校との間

で、少なくとも年１件の

調べ学習支援または読書

活動支援を行うことを目

指している 
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№ 指 標 名 現状値（R６年度） 目標値（R１２年度末） 目標値（R１７年度末） 

8 

学校以外の機関・団

体（子育て支援セン

ター、地域団体等）

と の連 携に よる 読

書・情報提供事業の

実施状況 

年間11件（学校・その

他を含む） 

子育て支援センター、地域

団体等との連携による事業

を年間 10 件以上実施して

いる 

連携事業が継続し、内容

の充実と対象の広がりが

見られる 

9 

レ ファ レン ス（ 調

査・相談）記録の整

備状況 

個々の対応は行ってい

るが、体系的な記録・

集計は限定的 

件数と概要を記録・集計す

る仕組みを整備し、年次で

振り返りを行っている 

レファレンスの記録・集

計・振り返りが定着し、

サービス改善に活用され

ている 

10 

職員に対する専門研

修 の実 施状 況（ 回

数・テーマ） 

個々の研修参加はある

が、館として体系的に

企画した専門研修は少

ない 

選書・レファレンス・ＩＣ

Ｔ活用・障がい者サービス

などをテーマとした専門研

修を年間 2 回以上実施し、

職員間で共有している 

専門研修の実施と内容共

有が定着し、テーマや対

象が拡大されている 

11 

図書館サービスに関

する年次自己評価・

外部意見聴取の実施

状況 

自己評価や利用者から

の体系的な意見聴取は

限定的 

毎年、図書館サービス全体

について自己評価（または

中間評価）を実施し、その

際に市民・利用者からの意

見聴取（ワークショップ

等）を行っている 

毎年、自己評価と外部意

見聴取を組み合わせた評

価サイクルが定着してい

る 
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資料編                                  
 

〔過去８年間の市立図書館の各種指標〕 

 
 

 
 
 
 
 

      項    目 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 

Ａ 
人口 

[４月１日現在] 
68,508人 69,207人 69,723人 

Ｂ 
利用者数 

（子どもの利用数） 

15,368人 

(4,208人） 

14,763人 

(4,009人) 

14,141人  

 (3,826人) 

B’ 市民利用者数 14,972人 14,436人 13,847人 

Ｃ 新規登録者数 1,825人 1,676人 1,498人 

Ｄ 職員数 

２０人 

うち嘱託・臨時職員 

12人 

19人 

うち嘱託・臨時職員 

12人 

19人 

うち嘱託・臨時職員 

12人 

Ｅ 貸出冊数 881,901冊 876,253冊 817,478冊 

Ｆ 蔵書冊数 335,934冊 359,821冊 361,510冊 

Ｇ 年間購入冊数       13,210冊 12,398冊 12,249冊 
Ｈ 図書館費 168,256千円 161,616千円 163,249千円 

Ｉ 資料購入費  23,885千円 22,537千円 22,689千円 

Ｊ 図書・視聴覚資料費 19,999千円 18,723千円 18,658千円 

          平成２９年度  平成３０年度  令和元年度 
  ●登録率 Ｂ’／Ａ×100 21.9％   20.9％   19.9％ 
  ●市民１人当たりの貸出冊数 Ｅ／Ａ 12.87冊 12.66冊 11.72冊 
  ●利用者１人当たりの貸出冊数 Ｅ／Ｂ  57.4冊  59.4冊  57.8冊 
  ●市民１人当たりの蔵書冊数 Ｆ／Ａ 5.20冊 5.20冊 5.18冊 
  ●市民千人当たりの年間購入冊数 Ｇ／Ａ×1,000 192冊 179冊 175冊 
  ●市民１人当たりの資料購入費 Ｉ／Ａ  349円  326円  325円 
  ●１冊当たりの平均単価 Ｊ ／Ｇ  1,514円  1,510円  1,523円 
  ●市民１人当たりの図書館費 Ｈ／Ａ  2,456円  2,335円  2,341円 
  ●職員１人当たりの奉仕人口 Ａ／Ｄ 3,425人 3,642人 3,670人 
  ●職員１人当たりの貸出冊数 Ｅ／Ｄ 44,095冊 46,119冊 43,025冊 
  ●蔵書回転率 Ｅ／Ｆ 2.48回 2.44回 2.26回 
  ●市民１人当たりのサービス効果           

    図書平均単価（Ｊ／Ｇ）×Ｅ－Ｈ 
17,033円  16,783円  15,515円 

    Ａ 
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      項    目 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

Ａ 
人口 

[４月１日現在]  
70,217人 70,568人 70,785人 

Ｂ 
利用者数 

（子どもの利用数） 

10,986人 

(2,290人) 

11,391人 

(2,417人) 

11,608人 

(2,349人) 

Ｂ’ 市民利用者数 10,753人 11,167人 11,367人 

Ｃ 新規登録者数 886人 1,107人 1,179人 

Ｄ 職員数 

19人 

うち会計年度任用職員 

12人 

19人 

うち会計年度任用職員 

12人 

19人 

うち会計年度任用職員 

12人 

Ｅ 貸出冊数 698,474冊 754,719冊 803,587冊 

Ｆ 蔵書冊数 364,335冊  364,450冊 369,764冊 

Ｇ 年間購入冊数       11,948冊  11,951冊 12,140冊 
Ｈ 図書館費 160,150千円  163,722千円 167,044千円 

Ｉ 資料購入費 22,723千円  22,930千円 22,898千円 

Ｊ 図書・視聴覚資料費 18,743千円 18,755千円 18,757千円 

         令和２年度  令和３年度  令和４年度 

 ●登録率 Ｂ’／Ａ×100 15.3％   15.8％   16.1％ 

 ●市民１人当たりの貸出冊数 Ｅ／Ａ 9.95冊 10.69冊 11.35冊 

 ●利用者１人当たりの貸出冊数 Ｅ／Ｂ  63.6冊  66.6冊  69.2冊 

 ●市民１人当たりの蔵書冊数 Ｆ／Ａ 5.19冊 5.16冊 5.22冊 

 ●市民千人当たりの年間購入冊数 Ｇ／Ａ×1,000 170冊 169冊 172冊 

 ●市民１人当たりの資料購入費 Ｉ／Ａ  324円  325円  324円 

 ●１冊当たりの平均単価 Ｊ ／Ｇ  1,569円  1,569円  1,545円 

 ●市民１人当たりの図書館費 Ｈ／Ａ 2,281円  2,320円  2,360円 

 ●職員１人当たりの奉仕人口 Ａ／Ｄ 3,696人 3,714人 3,726人 

 ●職員１人当たりの貸出冊数 Ｅ／Ｄ 36,762冊 39,722冊 42,294冊 

 ●蔵書回転率 Ｅ／Ｆ 1.92回 2.07回 2.17回 

 ●市民１人当たりのサービス効果           

   図書平均単価（Ｊ／Ｇ）×Ｅ－Ｈ 
13,327円  14,463円  15,180円 

   Ａ 
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    項    目 令和５年度 令和６年度 

Ａ 
人口 

[４月１日現在] 
71,464人 71,667人 

Ｂ 
利用者数 

（子どもの利用数） 

11,918人  

       (2,706人） 

11,804人 

      (2,608人) 

 B’ 市民利用者数  11,698人 11,592人 

Ｃ 新規登録者数 1,431人 1,373人 

Ｄ 職員数 

    20人 

うち会計年度任用職員  

9人 

うち派遣職員  4人 

              20人 

うち会計年度任用職員  

8人 

うち派遣職員  5人 

Ｅ 貸出冊数 784,575冊 762,449冊 

Ｆ 蔵書冊数 359,659冊 359,998冊 

Ｇ 年間購入冊数       11,204冊 11,001冊 
Ｈ 図書館費 184,444千円 200,640千円 

Ｉ 資料購入費 23,214千円 23,379千円 

Ｊ 図書・視聴覚資料費 18,880千円 18,815千円 

         令和5年度  令和6年度  

 ●登録率 Ｂ’／Ａ×100 16.4％   16.2％ 

 ●市民１人当たりの貸出冊数 Ｅ／Ａ 10.98冊 10.64冊 

 ●利用者１人当たりの貸出冊数 Ｅ／Ｂ  65.8冊  64.6冊 

 ●市民１人当たりの蔵書冊数 Ｆ／Ａ 5.03冊 5.02冊 

 ●市民千人当たりの年間購入冊数 Ｇ／Ａ×1,000 157冊 154冊 

 ●市民１人当たりの資料購入費 Ｉ／Ａ  325円  326円 

 ●１冊当たりの平均単価 Ｊ ／Ｇ  1,685円  1,710円 

 ●市民１人当たりの図書館費 Ｈ／Ａ  2,581円  2,800円 

 ●職員１人当たりの奉仕人口 Ａ／Ｄ 3,573人 3,583人 

 ●職員１人当たりの貸出冊数 Ｅ／Ｄ 39,229冊 38,122冊 

 ●蔵書回転率 Ｅ／Ｆ 2.18回 2.12回 

 ●市民１人当たりのサービス効果          

   図書平均単価（Ｊ／Ｇ）×Ｅ－Ｈ 
15,919円  15,393円  

   Ａ 
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☆「 京田辺市立図書館サービスアクションプラン」策定の背景 

京田辺市において新たに市民が集い交流する拠点として中央図書館を含む複合

型公共施設の整備が計画されています。時代の変化と地域の変化に対応し、京田

辺市の発展に寄与する市立図書館を目指し、中長期的な計画を策定することが不

可欠であるため、現在の市立図書館の課題を把握、分析し、運営やサービスを見

直し、充実させていく必要があると考えます。 

このような状況に対応するため、京田辺市立図書館のグランドビジョンを明ら

かにし、年度ごとの事業計画の方針になるものとして、「京田辺市立図書館サー

ビスアクションプラン（以下、「アクションプラン」という。）」を策定するこ

ととしました。 

 
※ 京田辺市立図書館サービスアクションプランでの図書館の表記においては以下のように示しま

す。 

「市立図書館」については、京田辺市立図書館３館を示します。 

「中央図書館」については京田辺市立中央図書館、「北部分室」については京田辺市立中央図書館 

北部分室、「中部分室」については京田辺市立中央図書館中部分室を示します。 

 

☆アクションプランの位置づけ 

本アクションプランは、「京田辺市教育振興基本計画」の下、他の本市関連計

画とも整合性を図りながら、質の高い図書館サービスを提供するために、市立図

書館に関する基本的な方針を明らかにするものです。また、アクションプランの

策定にあたっては、「第３次京田辺市子ども読書活動推進計画」や「京田辺市複合

型公共施設整備基本構想」など、既存の各種計画も参考にしています。 

なお、個別のアクションのより具体的な内容については、年度ごとの事業計画

の中で明らかにしていきます。 

 
 

 

 

             整合 

 

 

 連携 

 

☆ 計画期間 

令和８年度から令和１７年度までの１０年間とします。 

ただし、５年ごとに前期・後期に分け、前期については、複合型公共施設の供

用開始までの計画期間として、後期については、市立図書館を取り巻く新たな環

境や社会情勢の変化などを検証した上で、中間年度である令和１３年度に計画を

改定して示すものとします。 

 

京田辺市立図書館 
サービスアクション
プラン 

・京田辺市複合型公共施設整備基本構想 
・京田辺市教育振興基本計画 
・京田辺市子ども読書活動推進計画 
・京田辺市生涯学習推進基本計画 
・京田辺市文化振興計画 
・京田辺市こども計画       等 
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目
指

姿 

 

☆ アクションプランの全体像 

 

  

す
べ
て
の
市
民
が
利
用
し
た
く
な
る
図
書
館

 

 

 

職員体制と専門性に関する課題 

 

図書館サービスを牽引する 

人材と運営体制の整備 

 

利用者層の変化と図書館 
イメージの課題  

 

くつろぎと交流を生み出す 
図書館空間の実現 

 

 

貸出状況と蔵書構成の 
現状と課題 

 

読書・情報アクセスを支える 
コレクションの充実 

 

サービス形態と情報環境の変化 
 

 地域全体をカバーする 
 サービスネットワークと 

デジタル提供の強化 

 

学習支援・レファレンスの  
現状と課題 

 

学びと情報探索を支える 

支援サービスの展開 

現 状 と 課 題 

図
書
館
資
料
と
場
所
の
提
供
を
通
し
て
、 

市
民
の
生
活
を
豊
か
に
す
る

使
命 
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取  組 成 果 指 標 

【 取組 １ 】 

 

人と本との出会いのサポート 

【 取組 ４ 】 

 

調べ学習と課題解決を支える 
サービスの充実 

 

【 取組 2 】 
 

居心地のよい空間づくりと 
「つながり」をはぐくむ仕掛け 

  

【 取組 ５ 】 

  

新たなサービスを実施するために
職員の力を引き出す仕組みづくり 

 

1．貸出冊数 

 

２．貸出を行った利用者数   

（実数人） 

 

３．子どもの利用者数 

 

５．蔵書構成・選書方針の文書化お

よび年１回の見直し実施状況 

６．図書館行事の実施状況 

 

８．学校以外の機関・団体との連 

携による読書・情報提供事業の実 

施状況 

 

７．学校との調べ学習・読書活動 

支援を実施した学校数 

【 取組 ３ 】 

 

誰もが利用しやすい図書館 
サービスとデジタル環境の整備 

 

 

９．レファレンス記録の整備状況 

１０．職員に対する専門研修の実施 

状況 

 

1１．図書館サービスに関する年次 

自己評価・外部意見聴取の実施状況 

 

４．新規登録者数 
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京田辺市立図書館を取り巻く現状と課題 

１ 現状 
 

（1）関連施設等 

・「京田辺市立図書館の設置及び管理に関する条例」に基づき、中央図書館、

北部分室、中部分室を設置 

・移動図書館「かんなび号」で市内２２ヶ所のステーションと洛南寮（福祉施

設）、留守家庭児童会に巡回 

・京田辺市商工会館(ＣＩＫビル)内、無印良品松井山手店舗内に返却スポット 

を設置、南部まちづくりセンターでは本の返却の他、予約資料の受け渡しも実

施 
 

（２）近年の主な取組 
・季節に合わせたテーマ展示や、図書館講座、書庫公開ＤＡＹなどを開催 

・中央図書館ロビーに、不要になった本のリサイクルコーナーを設置 

・子育て支援課と連携した産前産後サポート事業「絵本についての講座」の講

師 

・中央図書館に本の除菌機、Wi-Fi環境、マイボトル型ウォーターサーバーを

設置 
 

（３）特徴的な取組 

・貸出冊数の上限設定がなく、２週間で読める冊数だけ借りることができる 

・移動図書館のほか、来館が困難な利用者に宅配サービスや郵送貸出しを実施 

・本を読むことが困難な利用者に障がい者用サポート機器を設置 

・ギャラリー「かんなび」を併設し、市民の創作活動の発表の場として活用 

２ 市立図書館に関する統計及び概況 
 

 

◎市立図書館は、貸出冊数や予約件数では高い水準を保ち、熱心な利用者に支えら

れている一方で、新規登録者や子どものイベント参加、映像ブースの利用などの

状況を踏まえると、新たな生活様式や情報環境の下で「図書館に足を運ぶ」きっ

かけや利用のされ方が変化していることがうかがえます。 
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３ 現状と課題 

 

（１）貸出状況と蔵書構成 
・司書によるレファレンスなどにより、利用者の読書欲求に応えられる資料の選

書、収集が一定程度実現している 

・収容可能冊数を大幅に超えているため偶然の出会いによる読書の機会が相対的

に減少している可能性もあることから、蔵書の量と質を維持しつつ、棚が見や

すく本との出会いをどう確保するかが課題となっている 

 
（２）利用者層の変化と図書館イメージ 

・人口自体は増加している一方で、子どもなど図書館利用に結びついていない層

が一定数存在している 

・図書館は静かな場所というイメージが根強く残り、来館のハードルとなってい

るほか、開館時間が限られていることも立ち寄りにくい要因となっている可能

性がある 

・空間構成や開館時間のあり方、図書館像の伝え方などを含めた検討が課題とな

っている 

 
（３）サービス形態と情報環境の変化 

・年代を問わず電子書籍での読書や映像コンテンツの視聴環境は、家庭内の配信

サービス等への移行が進む一方で、予約件数の増加から「本を確実に入手した

い」という志向が強まっている 

・来館利用と、ニーズの高い移動図書館、返却スポットに、デジタルサービスな

どを組み合わせた利用しやすさを、どう設計していくかが課題となっている 

 
（４）学習支援とレファレンス 

・図書館が学びの場として利用される機会も、以前より限られている可能性があ

る 

・学校図書室との連携や、一般利用者からのレファレンスの高度化、多様化に対 

し、限られた人員での対応を整理し、検討する必要がある 

 

（５）職員体制と専門性 
・これまでの取組について職員が一定の成果を上げてきたが、様々な変容により

求められる役割が広がっていることから、資料のコレクション形成、レファレ

ンスや学習支援、連携といった専門的業務、利用統計の分析に基づき、複合型

公共施設全体を見据えた企画立案などの業務を安定して担うためには、長期的

な視点で知識と経験を蓄積していける職員をどのように育成、配置していくか

が課題となっている 

・あわせて、開館日、開館時間の拡充やイベント、講座の増加に対応するために

は、職員だけではなく民間活力の導入を含めた検討を行うことが課題となって

いる 
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これからの京田辺市立図書館の目指す姿と使命 

 
 

 

図書館資料の利用を目的とする人だけではなく、これまで図書館を利用したこ

とのない人にとっても有意義な施設となり、一人でも多くの京田辺市民に「図書

館があって良かった」と感じてもらえることを目指します。 
 

 

 

公共図書館は、利用者があらゆる種類の知識や情報をたやすく入手できるよう

にする地域の情報センターです。 

市立図書館は、図書館資料や情報、出会いの場の提供を通して、市民の生き生

きとした豊かな暮らしに寄与することを使命として捉えていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

目指す姿（ビジョン） 

すべての市民が利用したくなる図書館 

図書館資料と場所の提供を通して、 

市民の生活を豊かにする 

使命（ミッション） 
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具体的な取組 

１ ５つの取組（アクション） 

 

（１）人と本との出会いのサポート 

・レファレンス等によるニーズ把握を生かした魅力あるコレクションを構築。複

合型公共施設への移転を見据えた新たな利用者層への対応 

・地域に関する資料の収集、保存を紙とデジタルの双方から信頼できる資料を提

供できる環境を整えていく 

 
（２）居心地のよい空間づくりと「つながり」をはぐくむ仕掛け 

・図書館を利用しなかった人も気兼ねなく利用できる居心地のよい空間づくりを

検討 

・現図書館や分室においても限られたスペースでの空間演出について、適時改善

を進める 

・書架に本を並べるだけでなく、本と読者を結びつける仕掛けとして、複合型公

共施設の「みんなで創る“つながり”“ひろがる”文化の広場」というコンセ

プトに沿った本や情報を介したコミュニケーションの場づくりを進める。 

・各年代や利用者層にあわせた講座に加え、利用者同士の交流を促進する読書会

やワークショップなどを実施して利用者層の拡大を図る 

・サークル活動の活性化と市立図書館の利用促進が相互に支え合う形となるよう、

幅広い世代が活躍できる場を作ることで一層の協働を図る。市内の様々なイベ

ントや事業への参加と、関係団体との連携により交流の輪を広げる取組を進め

る 

 
（３）誰もが利用しやすい図書館サービスとデジタル環境の整備 

・中央図書館、北部分室、中部分室、移動図書館などを含めた「市全体の図書館」

の視点で身近な場所で図書館機能を提供できるよう検討する。複合型公共施設

への移転に際しても専門性や公共性を損なうことなく効果的、効率的な管理運

営体制を整えることでサービスの向上を図る 

・これまでから行っている来館が困難な方への支援に加え、誰もができる限り等

しく読書や情報へのアクセスができるように支援の方法や環境整備を充実させ

る 

・資料の貸出と返却は、利用者のニーズに合わせて方法を選択できるような機器

の導入とスポットの充実により、効率化とあわせたサービスの向上を図る 

 

（４）調べ学習と課題解決を支えるサービスの充実 
・職員のレファレンス能力の充実を図り、調べ学習等に強いサービスを提供で

きるよう努める 

・京都府立図書館や学校や大学と連携した学びのネットワークを広げることに

より、調べ学習や課題解決を支えるサービス充実を図る 
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（５）新たなサービスを実施するために職員の力を引き出す仕組みづくり 

・これまでから評価されてきたサービス提供の継続と中長期的な将来を見据えた

展開の計画力も求められる中、京田辺市の状況に関する理解や知識、ノウハウ

を引き継ぐこととあわせ、コミュニケーション力を高め、未来志向の図書館を

目指して行動できるよう、外部研修や先進事例の視察などにより意識の改革に

も取り組む 

・これまでに蓄積した地域の貴重な資料保存や提供を継続しながら、開館日や開

館時間の拡充、行事の増加に対応するための見直しにあたり、中長期的な展望

に立った運営体制の構築について、図書館の専門性と公共性を維持、強化する

ことを前提に民間活力の導入についても検討し、サービスの向上を図る 

 

 

２ 成果指標 
 

本プランの中間年度である令和１２年度末に、５つのアクションの進捗と達成

状況を測るにあたり、以下のように成果指標を設定します。最終年度である令和

１７年度の目標については、令和１２年度までの実績を踏まえた上で、指標と目

標値の見直しを行います。 

 

①貸出冊数 

②貸出を行った利用者数（実人数） 

③子どもの利用者数 

④新規登録者数 

⑤蔵書構成・選書方針の文書化及び年１回の見直し実施状況 

⑥図書館行事の実施状況 

⑦学校との調べ学習・読書活動支援を実施した学校数 

⑧学校以外の機関・団体（子育て支援センター、地域団体等）との連携による読書・

情報提供事業の実施状況 

⑨レファレンス（調査・相談）記録の整備状況 

⑩職員に対する専門研修の実施状況（回数・テーマ） 

⑪図書館サービスに関する年次自己評価・外部意見聴取の実施状況 



議案第３６号 

 

第３次京田辺市子ども読書活動推進計画の策定について 

 

第３次京田辺市子ども読書活動推進計画について定めるため、教育委員会の

議決を求める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年６月２６日 提出 

 

           京田辺市教育委員会教育長  山 岡  弘 高 

 

 

 

 

 

（提案理由） 

本件は、第３次京田辺市子ども読書活動推進計画を定めるため、提案するも

のである。 

 



 

                                                                 
 

 
                                                                    
 

 

 

 

 

 

第３次京田辺市 
子ども読書活動推進計画（案） 

 
  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年６月 

 

京田辺市教育委員会
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はじめに 

 

京田辺市は、地域の子どもたちが健やかに成長し、豊かな人間性を育むために、読書活動の重要

性を認識し、これまで様々な取組を行ってきました。平成１４年に国の施策として「子どもの読書活動

の推進に関する基本的な計画」が策定されたことをきっかけに、本市でも子ども読書活動推進計画を

策定し、地域の図書館や学校との連携強化や、読書イベント、ワークショップを開催することで、子ども

たちの読書意欲を高める施策を実施してきました。また、地域のボランティアや保護者の協力を得て、

読書の楽しさを伝える活動を展開したことで、多くの子どもたちが読書に親しむ機会を得ることがで

き、地域全体での読書活動の重要性について再認識しました。令和２年３月に策定した第２次計画で

は、学校教育との連携を強化し、授業の中での読書活動の充実を図りました。 

  現代はデジタル化が進展し、読書の重要性が改めて問われる時代です。今後は、デジタルとアナロ

グを融合させた新たな読書体験を提供することが求められています。さらには、地域活動のアウトリー

チとして行う読書活動や、異年齢交流を促進するプログラムの導入など、多様なアプローチを通じて、

子どもたちの読書活動を一層充実させていく方針です。 

 このような点を踏まえ、本市の読書活動をさらに充実させるため、第３次京田辺市子ども読書活動

推進計画を策定いたします。 
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第１章  計画策定の趣旨 

 

１  計画の基本的な考え方 

(1) 目標 

全ての子どもたちが、あらゆる機会とあらゆる場所において、自主的に読書活動を行うことが

できるように、社会全体で子どもたちが楽しく読書ができる環境づくりを推進し、「心豊かで本を

読むことが好きな京田辺の子どもたちを育てる」ことを目標とします。 

 

(2) 基本方針 

子どもの読書活動を推進するため、４つの基本方針を掲げ、その推進に努めます。 

４つの基本方針 

１ 家庭・地域における読書活動の推進 

２ 学校等における読書活動の推進 

３ 市立図書館における読書活動の推進 

４ 子どもに関わる施設・団体等の読書活動の推進 

 

(3) 位置づけ 

本計画は、「子どもの読書活動の推進に関する法律」第９条第２項に基づき策定するものです。

国の基本計画 「子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」及び、京都府子ども読書推

進計画（第５次推進計画）を基本として、本市における子どもの読書活動の推進に関する施策の

基本的方向を示し、市民との協働により地域全体で積極的に推進していくものです。 

 

(4) 対象 

本市における子どもの読書活動の推進に関わる図書館・学校をはじめ、地域、家庭など全てを

対象としています。 

なお、本計画では、「子ども」とは、０歳からおおむね 18 歳までとします。 
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２  計画見直しの趣旨 

令和２年３月に「第２次京田辺市子ども読者活動推進計画」を策定し、計画に基づき、家庭、地域

社会、保育所（園）、認定こども園、幼稚園、学校、図書館などが、それぞれの役割を担い、積極的に

読書活動を推進してきました。 

計画策定から６年が経過し、子ども読書活動の成果と現状を明らかにし、計画の見直しを行うも

のです。 

 

３  計画の期間 

この計画の期間は、令和８年度（2026 年度）からのおおむね５年間とし、社会情勢の変化や本

計画の成果等を踏まえ、必要に応じて計画を見直します。 
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第２章 京田辺市における子ども読書活動の現状 

 

１  第２次京田辺市子ども読書活動推進計画策定から 6 年間の成果について 

令和２年に策定した第 2 次京田辺市子ども読書活動推進計画から６年が経ちました。 

この間、学校図書室の情報データベース化、さらには通信ネットワーク環境の整備等のハード面に

おいて、読書環境の整備を図りました。 また、新型コロナウイルス感染症の流行により、学校図書室

が使用できない中、司書教諭と学校司書が連携して、各学級に図書室の本を置くなどの取組を通し

て、子どもの読書活動を推進してきました。   

また、市立図書館においては、移動図書館の留守家庭児童会への巡回を民間留守家庭児童会に

も拡大し、より多くの児童に読書機会を提供する取組を進めました。 

さらに、南部まちづくりセンターにおける「まちライブラリー」等の地域住民と連携した取組を進め、

子ども読書を推進してきました。 

 

２  アンケートについて 

子ども読書活動の現状を把握するため、以下の方法でアンケートを実施しました。 

 

(１) 調査対象  幼稚園５歳児保護者、小学校３年生、小学校５年生とその保護者、中学校２年生 

 

(２) 調査期間・方法   

 調査期間 調査方法 

平成 30 年度 平成31年２月実施 
児童・生徒（特定の学級のみ実施）及び保護者 

紙媒体による回答 

令和 6 年度 令和 7 年 2 月実施 

児童・生徒（全学級実施）及び保護者 

タブレット端末による回答（児童・生徒） 

連絡アプリを活用した２次元コードで回答（保護者） 
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(３) 回収結果 

 小学３年生 小学５年生 中学２年生 ５歳児保護者 ５年保護者 総計 回収率 

H30  
調査数 237 237 102 173 237    9８６ 

92.9% 
回収数 236 23４ 102 １５３ １９１    9１６ 

R６ 
調査数 ６７０ ６９０ ６２２ １４１ ６９０ 2,813 

69.4% 
回収数 641 648 344 72 247 1,952 

 

３  子ども読書活動の現状 

 Q１ あなたは、本を読むのが好きですか。

経年比較の結果、読書が好きな児童・生徒は「とても好き」・「まあまあ好き」を合わせると次のとお

りで、どの年代層においても、経年比較で下回り、課題が残る結果となりました。 

小学３年生 H30 83％→ R6 79％   － ４ ポイント 

小学５年生 H30 77％→ R6 66％   －11 ポイント 

中学２年生 H30 75％→ R6 64％   －11 ポイント 

43%
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H30 中学２年生 R6 中学２年生
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Q２ あなたは、この 1 か月間に何冊くらい本を読みましたか。 

 

学年が上がるにつれて読書量が減る傾向はありますが、「10 冊以上」・「６～９冊」を合わせると、

小中学生とも減少傾向が見られます。どの年代層においても、経年比較で下回り、課題が残る結果と

なりました。 

小学３年生 H30 66％→ R6 44％  －22 ポイント 

小学５年生 H30 47％→ R6 26％  －21 ポイント 

中学２年生 H30 14％→ R6  9％   － ５ ポイント 

また、「ぜんぜん読まなかった」がどの年代層においても、経年比較で増加しており、不読率の増加

という点においても、課題が残る結果となりました。 

小学３年生 H30  ３％→ R6 １９％  ＋１６ポイント 

小学５年生 H30  ８％→ R6 2９％  ＋21 ポイント 

中学２年生 H30  ７％→ R6 ３２％  ＋２５ ポイント 
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Q3 あなたは、休み時間に学校の図書室に行くことがありますか。 

 

 

「よく行く」・「ときどき行く」を合わせた経年比較では次のとおりです。 

小学３年生 H30 86％→ R6 78％    － ８ ポイント 

小学５年生 H30 79％→ R6 66％    －13 ポイント 

中学２年生 H30 28％→ R6 31％    ＋ ３ ポイント 
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Q4 あなたは、市立図書館へ行くことがありますか。 

 

 

「よく行く」・「ときどき行く」を合わせた経年比較では次のとおりです。 

小学３年生 H30 81％→ R6 71％    －10 ポイント 

小学５年生 H30 75％→ R6 52％    －23 ポイント 

中学２年生 H30 37％→ R6 31％    － ６ ポイント 
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Q5 ご家庭で、子どもと一緒に本を見たり、読んだりすることはありますか。 

 

 

平成 30 年度の調査では「月に１回程度」の選択肢がなかったため、参考記録にはなりますが、

「ほとんど毎日」・「週に３～４回」を合わせた経年比較では次のとおりです。 

５歳児保護者     H30 43％→ R6 25％     －18 ポイント 

５年生保護者     H30  5％→ R6  8％      ＋ ３ ポイント 
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Q6 Q5 の質問で「あまりない」を選んだ方 その理由は何ですか。                      

 

 

本を読まない理由として特徴的な経年比較は次のとおりです。 

「子どもが本を読みたがらないから」５年保護者   

H30 17％→ R6 30％    ＋13 ポイント 

「親に時間がないから」 ５歳児保護者        

H30 42％→ R6 67％    ＋25 ポイント 
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Q7 子どもの成長には読書が大切だと言われていますが、ご家庭ではどのようなことをして 

いますか（複数回答）。 

 

上記の設問に対しての、特徴的な回答の経年比較は次のとおりです。 

「図書館に連れて行く」  

５歳児保護者   H30 26％→ R6 21％   －５ポイント   

５年生保護者   H30 29％→ R6 28％   －１ポイント 

「親子で一緒に本を読む」 

５歳児保護者 H30 16％→ R6 21％     ＋５ポイント   

５年生保護者 H30  7％→ R6  8％      ＋１ポイント 
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Q8 市の図書館で実施するイベントに行ったことがありますか。 

 

 

 

上記の設問は、令和６年度の調査記録のみとなりますが、傾向としては次のとおりです。イベント

の周知方法に課題が見受けられます。 

「過去に行ったことがある」 

５歳児保護者 33％  ５年生保護者 35% 

「イベントがあることを知らない」  

５歳児保護者 35％  ５年生保護者 42％ 
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Q9 お子さんがもっと本を読みたくなるようにするためには、どのようなことが有効だと思いますか。 

（複数回答） 

 

   

上記の設問も、令和６年度の調査記録のみとなりますが、傾向としては次のとおりです。 

「学校等でみんなが必ず読書する時間をつくる」 

５歳児保護者 16％  ５年生保護者 19% 

「家族で一緒に本を読む」 

５歳児保護者 18％  ５年生保護者  8％ 
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４  アンケート結果のまとめ 

  アンケート結果により京田辺市の子ども読書活動の現状の要点について、以下のとおり分析しま

した。 

ア  読書量の減少 

どの年代層においても、経年比較で下回っています。 

イ  不読率の増加 

   本を全く読まない児童・生徒が増えており、読書習慣の維持が困難となっています。 

 ウ  家庭環境の影響と「親の負担感」 

   5 歳児保護者の「ほぼ毎日」の読み聞かせ習慣が減少しており、また「親に時間がな

い」と回答した保護者が急増しています。 

 エ  周知不足  

図書館イベントについて「存在を知らない」という回答が4割近くに上っており、情報

の届け方に改善の余地があります。 

 

次の第３章では、これらの「読書から離れてしまった層」を掘り起こし、デジタル・アナログ双方の

メリットを活かした「読書の楽しさ」を再構築するための方策について考えていきます。 
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第３章  子どもの読書活動推進のための方策 

 

１  家庭・地域における読書活動の推進 

(1) 家庭における子どもの読書活動の推進 

子育ての原点である家庭において、子どもの発達段階に応じて、読書の楽しさを知るきっかけ

をつくり、読書体験を豊かにすることにより、子どもは生涯にわたる読書習慣を身に付けます。  

アンケート結果から「親子で一緒に本を読む」ことが大切であるという意見を踏まえて、家庭で

の読書活動の支援策として、市立図書館や乳幼児健診での「親子読書」、パンフレットや絵本リス

トの配布、市立図書館での子どもの本に関する講座やおはなし会、子ども向け行事の開催、「子

育て訪問事業での絵本プレゼント事業」を通して、啓発活動を推進します。 

     また、アンケートで「市立図書館のイベントの認知度が低い」という課題が明確になったため、ホ

ームページや広報に加えて、市公式 SNS や子育て世帯向けＳＮＳを活用し、情報発信を強化しま

す。 

 

 (2) 地域社会における読書活動の推進 

子どもが読書に親しみ、生涯にわたる読書習慣を身に付けることができるよう、子どもの発達

段階に応じて、家庭や学校、図書館、地域の分館公民館など、相互の効果的な連携により、地域

社会全体で子どもの読書活動を推進します。 

ア  ＰＴＡを対象とした読書活動 

子どもの読書活動を充実したものにするために、小中学校や幼稚園・保育所(園)・認定こど 

も園において、ＰＴＡ・保護者会と連携し、本には想像力を豊かにする力があることを伝え、本の 

与え方や親と子が同じ本を一緒に読む「親子読書」 のあり方を学習するなど、保護者の理解 

促進に努めるとともに、読書活動の推進を盛り込んだ子育てセミナーや研修会を開催します。 

イ  地域住民による読書活動 

各地域において、子どもが本と出合うきっかけづくり、読書に親しむ機会の提供を行うため、

分館公民館を活用して取り組む「地域の居場所づくり事業」の活動を通して、地域社会全体で

子どもの読書活動を推進します。 
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ウ  移動図書館による読書活動 

移動図書館の巡回は、地理的に市立図書館から離れた地域や、市立図書館に来ることが困難

な状況にある人々にも、読書や学習の機会を提供し、本の貸出しや返却、予約、情報提供（レファ

レンスサービス）といった図書館サービスを、顔が見える関係の中で行うことを目的に行っていま

す。本市においては、現在、移動図書館を市内 22 か所、社会福祉施設（洛南寮）、留守家庭児童

会に巡回し、子どもの読書活動を推進しています。 

今後、移動図書館活動を地域社会における読書活動の推進のため、分館公民館の「地域の居

場所づくり事業」とタイアップを図り、図書館司書による本の内容やおすすめの本の紹介等を通し

て、地域社会の読書活動の活性化を図ります。 

 

２  学校等における読書活動の推進 

(1) 学校の役割と取組 

読書活動は、言語を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊かなものにし、人生をより深

く生きる力を身に付けていく上で欠くことのできないものです。教育活動全体を通して読書活動

に取り組むとともに、市立図書館との連携を図り、家庭やボランティアなどの支援や協力を得なが

ら、読書活動の充実のための取組を進めます。 

ア  教育活動での取組 

教育活動において、児童・生徒が本に親しみ積極的に学校図書室を利用する姿勢や能力を

身に付けさせることが大切です。また、教室内の学級文庫を活用して、読書活動を推進する活

動も効果的です。 

そのために、次のような取組を進めます。 

○  朝読書、読み聞かせ、ビブリオバトル等 

○  図書クイズ大会 

○  全校読書デーの実施 

○  教職員によるおすすめ本紹介 

○  読書目標の設定 

○  学級文庫の整備・活用 
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○  教科指導における読書への取組、調べ学習やその方法 

○  児童・生徒による図書委員会活動の指導 

イ  学校図書室の環境整備等 

学校図書室は、児童・生徒の「読書センター」、「学習・情報センター」及び「心の居場所」とし

ての機能を持つとともに、学校教育に必要な資料の収集、整理、保存及び供用を行い、読書活

動や学習活動に効果的に活用できるよう、環境整備を推進します。 

○  本を選んで読む経験、読書に親しむ習慣、読書を楽しむ心を育てる場としての読書センタ 

ー機能の充実 

○  児童・生徒の新たな探究心を育てるための学習・情報センター機能の充実 

○  児童・生徒が自分の存在を実感できるような環境づくりや自由な読書のためのスペース

としての心の居場所機能の充実 

○  「学校図書館図書標準」を基にした蔵書の充実 

○  配架やディスプレイに工夫を凝らした施設・設備の整備 

○  学校図書室の情報データベースシステムの活用 

ウ  市立図書館と司書教諭、学校司書との連携 

司書教諭は、学校図書館資料の選択・収集・提供や児童・生徒の読書活動に対する指導に 

ついて中心的な役割を担います。学校司書は、市内１２小中学校を巡回して児童・生徒の学校

図書室の環境整備や図書室の本の貸出しなどの読書活動の推進を担います。 

両者に、図書館司書が加わり、京田辺市学校図書館教育関係者等連絡協議会を開催し、児

童・生徒の読書意欲や関心を高めるための取組等について意見交流を行い、連携を深めます。 

エ  教職員へのサポート機能 

教科指導のための参考文献や教材として利用できる図書を収集するとともに、レファレンス

サービス（参考調査）により教職員の支援機能の充実を図ります。 

オ  教職員の研修の充実と研修体制の整備 

学校における読書活動の充実を図るために、各学校においては司書教諭が中心となり、校

内研修や研究会などを通じて、教職員の資質向上を図るとともに、市内各学校の実践について

交流するなど、積極的に研修活動を推進します。 
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カ  学校図書室運営におけるボランティアとの連携 

学校図書室の運営を一層充実させるためには、ボランティアなどの参加と協力が必要です。

児童・生徒が本に親しみ、読書を楽しむきっかけ作りのため、以下のような活動を進めます。 

〇  読み聞かせ、ブックトーク、ストーリーテリング等 

〇  学校図書室での本の整備等 

〇  ボランティアと児童・生徒との交流 

キ  国立国会図書館国際子ども図書館・府立図書館との連携や ICT 活用の充実 

学校において、調べ学習を行う際に、児童・生徒による効果的な情報収集を進めます。 

○  国立国会図書館国際子ども図書館や府立図書館における「学校図書館セット貸出し」 

の活用 

○  国立国会図書館で収集・保存しているデジタル資料を検索・閲覧できる国立国会図書 

館デジタルコレクションサービスの活用 

例えば、社会科の調べ学習において、タブレット端末等の ICT 機器を活用した、児童・生徒

による効果的な学習を進めます。 

 

(2) 幼稚園・保育所（園）・認定こども園の役割と取組 

乳幼児期の読書体験は人間形成に不可欠なものです。絵本や物語を通じて、想像する楽しさ

を味わえる温かい読書環境を整備し、保護者に対し、読み聞かせの重要性を普及させるため

の情報発信を強化します。 

ア  市立図書館の利用 

絵本、紙芝居などの貸出しについての連携を図るとともに、催しなどへの子どもの参加を促

進します。 

イ  小学校や中学校との交流 

児童生徒による子どもたちへの読み聞かせによる交流を図ります。 

ウ  職員研修の充実 

職員を対象とした読書活動に関する研修の開催を通じて、職員の資質の向上に努め、実践

に生かします。 
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エ  絵本コーナーの充実 

年齢に応じて選んだ本を配置し、いつでも手に取り、触れたり見たりできる環境づくりに取り

組みます。 

オ  ボランティアとの連携 

お話ボランティアと、幼稚園・保育所（園）・認定こども園との連携を進め、いろいろな人と関

わる中で、絵本の読み聞かせや言葉への意識付けなどの読書活動を進めます。 

   カ  家庭への啓発 

絵本の紹介や読み聞かせの方法を分かりやすく保護者に手紙や掲示板などで知らせ、乳

幼児期の読書の大切さを配信するとともに、貸出絵本を通して、家庭読書の機会を提供します。 

 

なお、施設の改修や新設に当たっては、新設の図書コーナーの充実を図るとともに、市立図書館司

書のアドバイスを受け、子どもの成長段階に合わせた絵本や紙芝居等の選書や、興味・関心が持てる

ような本の並べ方などの工夫をします。 

 

３  市立図書館における読書活動の推進 

市立図書館では、専門の職員を配置して、人と本を結びつけるための相談に応じています。子ど

もの読書活動を推進するため、次のような取組を進めます。 

(1) 図書資料の充実及び児童向けサービスの展開 

子どもたちが自由に図書を選択し、読書の楽しみを知るためには、豊富な資料が必要です。 

全ての子どもたちが読書に親しめるように様々なサービスの展開を行います。 

○  図書資料、読書相談、レファレンスサービスの充実 

○  専門職員の育成及び資質の向上 

○  児童コーナーの充実及び子ども向けディスプレイ等の研究 

○  移動図書館業務の推進 

○  点字絵本や LL ブックの充実など、障がいのある子どもへのサービスの展開 

○  多文化を知る資料の充実及び利用の促進 

○  児童向け事業等の情報発信の強化 
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(2) 図書館に親しみをもち、読書の楽しみを知ってもらう事業等の開催 

子どもたちが読書に興味をもち、読書の楽しみを知るきっかけを作るために、次のような事業を

行います。 

○  おはなし会、映画会、子ども向け行事の開催 

○  読み聞かせのスキルアップ、子どもと本に関する講座の開設 

○  地域子ども文庫や読み聞かせボランティアへの支援 

○  乳幼児の読書相談及び本選びへの支援 

○  「おすすめ本」の紹介や季節に合わせた展示 

○  子ども向け「としょかんだより」の発行 

 

(3) 学校関係機関等との連携 

子どもたちの読書活動充実のため、学校や子どもに関わる様々な機関との連携を図ります。 

○  学校・幼稚園・保育所（園）・認定こども園での読書活動に関連する資料の貸出しや助言 

○  幼稚園・保育所（園）・認定こども園のイベントの団体利用や小学生の図書館見学、また、中

学生の職場体験学習の受入れ 

○  高等学校の調べもの学習の受入れ 

○  おはなし会、同志社大学・同志社女子大学のサークルとの連携 

○  司書教諭及び学校司書との情報交換 

 

(4) 図書館司書による読書活動の推進 

図書館司書は子どもたちのニーズに応じた資料の選書・収集に加えて、子どもたちの問い合わ

せに対して分かりやすく対応するため、専門知識に基づいたレファレンス業務やイベントの企画・

運営、広報活動、さらには、郷土資料の保存・発信等を行い、読書活動の推進を図ります。 

 

(5) 情報提供等 

市立図書館での読書活動を更に進めていく上で、次のような取組を行います。 
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○  インターネットの活用による情報提供の充実 

○  市広報紙・生涯学習だより・図書館ホームページ、SNS 等を活用した各種事業案内 

〇  保育所、幼稚園、認定こども園、小･中学校を通じた、図書館主催イベントのチラシ配布 

 

(6) 読書ボランティアの養成 

子どもたちの読書活動を推進するため、読み聞かせや本の修理などの読書ボランティアの養

成・研修を行います。 

 

４  子どもに関わる施設・団体等の読書活動の推進 

児童館・地域子育て支援センター・子育てひろば等、子どもに関わる施設においては、図書コー

ナーの設置や読み聞かせなどを実施し、母子保健事業における各種健診や乳幼児相談事業にお

いては、自由に本を手にとれる環境を提供します。具体的な例を３点紹介します。 

 

(1) 子育て支援課の取組 

子育て支援課では、「産前・産後サポート事業デイサービス（集団）型事業（はぐはぐカフェ）」

を実施しています。妊娠 20 週以降の妊婦、生後 1 年未満の乳児及びその保護者を対象に、参

加者同士の交流を行うことを目的として、市立中央図書館集会室において、図書館職員から絵本

の話を聞く機会を設けています。 

 

(2) 南山こどもセンターの取組 

南山こどもセンターでは、小学校の長期休業期間中、来館する児童に午前１０時までは読書や

勉強に取り組むよう指導を行うとともに、図書の充実に力を入れ、読書環境の整備・推進に努め

ます。 

 

 (3) 南部まちづくりセンター（ミライロ）の取組 

令和４年に開所した市立南部まちづくりセンター（愛称：ミライロ）では、様々な読書に対する取

組を行っています。 
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○ まちライブラリー 

まちライブラリーとは、本を通じて人と人とが繋がることを目的とした取組です。まちライブラリ

ーの蔵書は、全て住民がメッセージカードを付けて寄贈されたものです。 

○ 本棚オーナー制度 

まちライブラリーでは、誰かに薦めたい本を置くことができる本棚オーナー制度を実施し、本

だけではなく、ポップや小物を置くこともでき、読書活動の推進に役立っています。 

 

その他、地域において、子育てや子どもの読書活動を推進する団体などの活動に対しても、情

報の提供や協力・支援に努めます。 

○  留守家庭児童会、児童館での読書活動の推進 

○  健診・乳幼児相談事業などでの支援 

○  地域子育て支援センター・育児サークルへの情報提供と支援 

○  地域・家庭文庫への情報提供と支援 

○  読書ボランティアによる活動の推進 

 

５  効果的な読書活動の推進 

(1) 「子ども読書の日」「読書週間」を中心とした取組 

「子ども読書の日」（４月 23 日）や春と秋の「読書週間」は、広く子どもの読書活動についての

関心と理解を深めるとともに、子どもが積極的に読書意欲を高めるために設けられたものです。 

家庭や学校それぞれの機関において、これらの趣旨にふさわしい活動に取り組むことができる

よう、情報の提供等啓発活動を推進します。 

○  おはなし会、ブックトーク、読書会の開催 

○  絵本リスト、「おすすめ本」のリスト作成・利活用   

○  図書テーマ展示の開催 

○  読書に関する情報紙の発行 

○  市広報紙等の活用 
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(2) 京都府等の読書活動に関する各種情報の収集・提供 

子どもの読書活動を効果的に推進するために、関係機関・団体等の情報を広く収集し、情報提

供するなど、広報活動を推進します。 

○  子ども読書活動指導者研修会 

○  子ども読書フォーラム 

○  本のポップカードコンテストや子ども読書本のしおりコンテスト・巡回展示 

○  その他、子ども読書に関わる各種事業 

 

６  デジタル社会に対応した読書環境の整備 

近年、子どもの読書活動においてデジタルコンテンツの利用が急速に進展しています。特に、GIGA

スクール構想の推進により、学校現場での ICT 環境が整備され、デジタル教材や電子書籍が普及し

ています。こうした社会環境の変化を踏まえ、新たな読書環境に対応した読書活動を推進します。 

 

 (1) 学校図書室の情報データベースの活用 

高度情報化社会の中で、学校図書室が十分に機能を果たすために、学校図書室の蔵書はデ

ータベース化されていますが、まだ効果的に活用しきれていないことが課題となっています。児

童・生徒の多様な興味・関心に応じた情報収集の手助けとなるよう、書籍情報の収集・選択の有

効活用を進めます。 

 

 (2) 読書環境の整備  

ＧＩＧＡスクール構想により、１人１台の端末、通信ネットワーク環境を整備したことにより、学校図

書室を含む学校内のどこにいても、学校内外の様々な情報資源にアクセスできる環境が充実し

ました。これにより、同じものを複数の児童・生徒が閲覧することも可能となり、探究的な学習がよ

り効果的に行われます。 

児童・生徒のタブレット端末を活用して、感染症等の拡大時においても、自宅等にいながら、読

書や資料を調べることができ、さらには、本の読み聞かせや本の紹介等の読書に関する情報を配

信することによって読書活動の推進を図ります。 
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(3) デジタルコンテンツの利便性と紙媒体の良さを取り入れた取組 

デジタルコンテンツには、同時に複数の人が閲覧でき、場所を取らず、読みたい本をその場で

すぐ読めるといった利便性があります。一方で、紙媒体には、手触りや本をめくる音などを感じる

など、五感を使った読書体験をすることで、本を読んでいる感覚が得られやすいという良さがあり

ます。就学前の子どもが読む絵本においては、ストーリーに応じて判の大きさを変えることができ、

物語の世界に入っていきやすいという利点もあります。 

今後の展望としては、デジタルコンテンツの利便性と紙媒体の読書で培われる体験を両立さ

せながら、バランスの取れた読書環境が求められます。 

以上のように、デジタルコンテンツは子どもの読書活動において多くの可能性を秘めています    

が、その活用には個人情報に対する配慮や著作権等の取り扱いで注意が必要です。 

デジタルコンテンツを含めた読書の定義の見直しを進めるとともに、有効活用するための情報

活用能力の育成を推進します。 

 

むすびに 

本計画を効果的に推進するために、京田辺市学校図書館教育関係者等連絡協議会等において、

司書教諭、学校司書、図書館司書が積極的に意見交流を行い、京田辺市教育委員会が中心となり、

関係機関・団体の連携・協力関係をさらに強化できるように取り組みます。 

また、すべての子どもを対象に、乳幼児期から本などに触れる機会を持たせることが、その後の読

書活動の充実に大きく影響するという認識から、行政と家庭・学校・地域が一体となった取組を進め

るとともに、就学前施設での活動や、市立図書館のイベント等を、より活用してもらうための情報発信

にも工夫することが重要であると考えます。 

さらに、本計画の進捗状況について、図書館協議会や社会教育委員会議などにおいても意見を求

めながら、定期的に状況把握に努めることで、子どもの読書活動を効果的に推進します。 
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第３次京田辺市子ども読書活動推進計画
（案）

【概要版】

参考資料



〇 「子どもの読書活動の推進に関する法律」第８条に基づく
国の基本計画「子どもの読書活動の推進に関する基本的
な計画」及び第９条第２項に基づき策定。また、京都府子ど
も読書推進計画（第５次推進計画）を受けて策定。

〇 計画の期間は、令和８年度（2026年度）からのおおむね５
年間とし、社会情勢の変化や本計画の成果等を踏まえ、必
要に応じて計画の見直しを実施

第１章 計画策定の趣旨

第２章 京田辺市における子ども読書活動の現状

子ども読書活動の現状

Q１ あなたは、本を読むのが好きですか。
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H30 中学２年生 R6 中学２年生

読書が好きな児童・生徒はどの年代層においても、

経年比較で下回り、課題が残る結果となりました。

Q２ あなたは、この1か月間に何冊くらい本を読みましたか。

どの年代層においても、経年比較で読書量が下回ると

ともに、「全然読まなかった」も増加傾向になり、不読率

という点においても 課題が残る結果となりました。

－1－

国（文部科学省）

京都府
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推進計画
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H30 小学５年生 R6 小学５年生
H30 中学２年生 R6 中学２年生

4つの基本方針

家庭･地域における読書活動の推進

学校等における読書活動の推進

市立図書館における読書活動の推進

子どもに関わる施設･団体等の
読書活動の推進



第３章 子どもの読書活動推進のための方策

１ 家庭・地域における読書活動の推進

2  学校等における読書活動の推進

－2－

教育活動

での取組

朝読書
読み
聞かせ

ビブリオ
バトル

全校読
書デー

教職員によるお
すすめ本紹介

(1) 家庭における子どもの読書活動の推進 (2) 地域社会における読書活動の推進

＜市立図書館における家庭への支援＞ ＜PTAを対象とした読書活動＞   親子読書の推奨、子育てセミナーの開催

子どもの本に関する講座やおはなし会子ども向け行事の開催  ＜地域住民による読書活動＞ 地域の居場所づくり事業の開催

＜子育て支援課における家庭への支援＞ ＜移動図書館による読書活動＞ 移動図書館巡回時に分館公民館の事業の開催等

「子育て訪問事業での絵本プレゼント事業」を通して、啓発活動の推進

(1) 学校の役割と取組

学校図書室の環

境整備等
読書センター 学習・情報センター 心の居場所

学校図書室の情報データ
ベースシステムの活用

図書館司書

司書教諭

学校司書

連携・協力

連携・協力

連携・協力

京田辺市学校図書館教育関係者等
連絡協議会

学校と市立図書館

との連携

ボランティアとの

連携

学校図書室の本
の整備等

交流の場としての
整備・充実

読み聞かせ等の
活動の推進

（２） 幼稚園・保育所（園）・認定こども園の役割と取組

・ 小学校や中学校との交流（児童生徒による子どもたちへの読み聞かせによる交流）

 ・ 職員研修の充実（職員を対象とした読書活動に関する研修の開催）

 ・ 絵本コーナーの充実（年齢に応じて選んだ本を配置、いつでも手に取り、触れたり見たりできる環境づくりの促進）

 ・ ボランティアとの連携（お話ボランティアとの連携、絵本の読み聞かせや言葉への意識付けなどの読書活動の推進）

・ 家庭への啓発（絵本の紹介や読み聞かせの方法などを手紙や掲示板などで知らせ、乳幼児期の読書の大切さを配信し、貸出絵本を通して、家庭読書の機会を促進）



点字絵本
LLブック

障がいのあ
る子どもへ
のサービス

図書資料の充実及び
児童向けサービスの展開

図書館への親しみ
読書の楽しみ

子ども向け
「としょかんだより」

情報提供

ホームページ・
SNS等のインター
ネット活用

市広報紙
生涯学習だより

読書ボランティア

読み聞かせ
本の修理

読書ボランティア
の養成・研修

４ 子どもに関わる施設・団体等の読書活動の推進

３ 市立図書館における読書活動の推進

－3－

学校
幼稚園
保育所

認定こども園

市立図書館 資料の貸出・助言

資料の問い合わせ
図書館見学等

(1) 子育て支援課の取組（「産前・産後サポート事業デイサービス（集団）型事業（はぐはぐカフェ）」の実施）

(2)南山こどもセンターの取組（来館する児童に午前１０時までは読書や勉強に取り組むよう指導、読書環境の整備・推進）

(3)南部まちづくりセンター（ミライロ）の取組（まちライブラリー、本棚オーナー制度の取組）

５ 効果的な読書整備の推進

(1) 「子ども読書の日」「読書週間」を中心とした取組（おはなし会、ブックトーク、読書会の開催、絵本リスト、「おすすめ本」のリスト作成・利活用等）

(2)京都府等の読書活動に関する各種情報の収集・提供(子ども読書活動指導者研修会、本のポップカードコンテストや子ども読書本のしおりコンテスト・巡回展示等）

６ デジタル社会に対応した読書環境の整備

学校図書室の情報データベースの活用

読書環境の整備

デジタルコンテンツの利便性と紙媒体の
良さを取り入れた取組

児童・生徒における書籍情報の収集・選択の有効活用の推進

ＧＩＧＡスクール構想により、１人１台端末の整備、通信ネットワーク環境を整備したことにより、情報資源にアク

セスできる環境が充実し、子どもたちの探究的な学習がより効果的に行われます。

デジタルコンテンツの利便性と紙媒体の読書で培われる体験を両立させながら、バランスの取れた読書環境の

整備を図り、デジタルコンテンツへの認知を広め、有効活用するための情報活用能力の育成を推進します。



議案第３７号 

 

   京田辺市学校教育審議会委員の委嘱について 

 

 京田辺市学校教育審議会設置条例（令和３年京田辺市条例第４号）第３条の

規定により、別紙の者を京田辺市学校教育審議会委員に委嘱したいので、教育

委員会の議決を求める。 

 

 

 

 

 

 

 

  令和８年６月２６日 提出 

 

京田辺市教育委員会教育長  山 岡  弘 高   

 

 

 

 

 

 （提案理由） 

 本件は、京田辺市学校教育審議会委員のうち、辞職の願いがあった委員につ

いて辞職を承認するとともに、その委員及び選任要件を満たさなくなった委員

について、それぞれの後任委員として、別紙の者を委嘱したいので、提案する

ものである。 

 任期は令和８年６月２９日から残任期間である令和９年６月２８日まで。 

 

  



別紙 

 

辞職を承認する者 

委員区分 氏名 備考 

京田辺市立小・中学校長 上原  正 章 草内小学校校長 

京田辺市立小・中学校教頭 大西 めぐみ 培良中学校教頭 

 

選任要件を満たさなくなった者 

委員区分 氏名 備考 

地域を代表する者 関 守 
京田辺市区・自治会長連絡協

議会役員 

京田辺市ＰＴＡ連絡協議会

委員 
吉田 美世子 三山木小学校ＰＴＡ会長 

京田辺市ＰＴＡ連絡協議会

委員 
久保  望 美 田辺中学校ＰＴＡ会長 

 

委嘱する者 

委員区分 氏名 備考 

地域を代表する者 礒田  俊 一 
京田辺市区・自治会長連絡協

議会委員 

京田辺市ＰＴＡ連絡協議会

委員 
川 嵜  梓 松井ケ丘小学校ＰＴＡ会長 

京田辺市ＰＴＡ連絡協議会

委員 
川南  旭 洋 田辺中学校ＰＴＡ会長 

京田辺市立小・中学校長 澤田  昌 宏 田辺東小学校校長 

京田辺市立小・中学校教頭 鳴海  真 平 培良中学校教頭 

 



 

参考資料 

京田辺市学校教育審議会 委員名簿 
 
 

氏名 委員区分 任期 
委嘱･任

命の別 
新任･再

任の別 備考 

沖田  行 司 学識経験を有する者 R7.6.29 ～

R9.6.28 
委嘱  会長 

小長谷 直樹 学識経験を有する者 R7.6.29 ～

R9.6.28 
委嘱  副会長 

礒田  俊 一 地域を代表する者 R8.6.29 ～

R9.6.28 
委嘱 新任  

川 嵜  梓  京田辺市ＰＴＡ連絡協

議会委員 
R8.6.29 ～

R9.6.28 
委嘱 新任  

川南  旭 洋 京田辺市ＰＴＡ連絡協

議会委員 
R8.6.29 ～

R9.6.28 
委嘱 新任  

澤田  昌 宏 京田辺市立小・中学校

長 
R8.6.29 ～

R9.6.28 
委嘱 新任  

森本  克 美 京田辺市立小・中学校

長 
R7.6.29 ～

R9.6.28 
委嘱   

宮本  剛 志 京田辺市立小・中学校

教頭 
R7.6.29 ～

R9.6.28 
委嘱   

鳴海  真 平 京田辺市立小・中学校

教頭 
R8.6.29 ～

R9.6.28 
委嘱 新任  

島谷  千 織 京田辺市民生児童委員

協議会委員 
R7.6.29 ～

R9.6.28 
委嘱   

浦田  寛 子 公募による者 R7.6.29 ～

R9.6.28 
委嘱   

津熊 加与子 公募による者 R7.6.29 ～

R9.6.28 
委嘱   

岩井  秀 世 教育委員会が適当と認

める者 

R7.6.29 ～

R9.6.28 
委嘱   

 



○京田辺市学校教育審議会設置条例 

令和３年３月２９日 

条例第４号 

（設置） 

第１条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１３８条の４第３項の規定

に基づき、京田辺市教育委員会（以下「教育委員会」という。）に京田辺市

学校教育審議会（以下「審議会」という。）を置く。 

（所掌事務） 

第２条 審議会は、教育委員会の諮問に応じ、次に掲げる事項について調査審

議し、答申する。 

（１） 学校教育の振興に関すること。 

（２） その他教育委員会が必要と認めること。 

（組織） 

第３条 審議会は、委員１５人以内をもって組織する。 

２ 委員は、学識経験を有する者等のうちから、教育委員会が委嘱する。 

３ 教育委員会は、委員の辞職等により欠員が生じた場合は、新たな委員を委

嘱することができる。 

（任期） 

第４条 委員の任期は、２年とする。ただし、再任されることを妨げない。 

２ 前条第３項の規定により新たに委嘱された委員の任期は、前任者の残任期

間とする。 

（臨時委員） 

第５条 特別の事項を調査審議するため必要があるときは、審議会に臨時の委

員（以下「臨時委員」という。）を置くことができる。 

２ 臨時委員は、学識経験を有する者等のうちから、教育委員会が委嘱する。 

３ 臨時委員の任期は、当該特別の事項に関する調査審議が終了するまでの期

間とする。 

（会長及び副会長） 

第６条 審議会に会長及び副会長各１名を置く。 

２ 会長及び副会長は、委員の互選により定める。 



３ 会長は、審議会を代表し、会務を総理する。 

４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が欠けたとき

は、その職務を代理する。 

（会議） 

第７条 審議会は、会長が招集し、会長が議長となる。ただし、会長及び副会

長が在任しないときの審議会は、教育長が招集する。 

２ 審議会は、委員（議事に関係のある臨時委員を含む。以下同じ。）の過半

数が出席しなければ、開くことができない。 

３ 審議会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決

するところによる。 

４ 会長は、必要があると認めるときは、委員以外の者の出席を求め、意見を

聴くことができる。 

（秘密保持義務） 

第８条 委員及び臨時委員は、職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。そ

の職を退いた後も同様とする。 

（庶務） 

第９条 審議会の庶務は、教育委員会事務局において処理する。 

（委任） 

第１０条 この条例に定めるもののほか、審議会の運営に関し必要な事項は、

教育委員会が別に定める。 

附 則 

この条例は、令和３年４月１日から施行する。 

 



○京田辺市学校教育審議会運営規則 

令和３年３月３０日 

教育委員会規則第４号 

（趣旨） 

第１条 この規則は、京田辺市学校教育審議会設置条例（令和３年京田辺市条

例第４号）第１０条の規定に基づき、京田辺市学校教育審議会（以下「審議

会」という。）の組織及び運営に関し必要な事項を定めるものとする。 

（審議会の委員） 

第２条 審議会の委員は、次に掲げる者のうちから、京田辺市教育委員会が委

嘱する。 

（１） 学識経験を有する者 

（２） 地域を代表する者 

（３） 京田辺市PTA連絡協議会委員 

（４） 京田辺市立小・中学校長 

（５） 京田辺市立小・中学校教頭 

（６） 京田辺市民生児童委員協議会委員 

（７） 公募による者 

（８） その他教育委員会が適当と認める者 

（会議の公開） 

第３条 審議会の会議は、公開とする。ただし、会長の発議により、出席委員

の半数以上の多数で議決した場合は、非公開とすることができる。 

（会議録の作成） 

第４条 会長は、会議ごとに次に掲げる事項について会議録を作成するものと

する。 

（１） 開会の日時及び出席者の氏名 

（２） 議題及び審議の経過概要 

（３） その他会長が必要と認めた事項 

２ 会議録を公開することについては、前条の規定に準じる。 

（委任） 

第５条 この規則に定めるもののほか、審議会の運営に関し必要な事項は、会



長が審議会に諮って定める。 

附 則 

この規則は、令和３年４月１日から施行する。 

附 則（令和５年６月２１日教委規則第１１号） 

この規則は、公布の日から施行する。 

 



議案第３８号 

 

   京田辺市いじめ防止対策推進委員会委員の委嘱について 

 

 

京田辺市いじめ防止対策推進委員会設置条例（平成２６年京田辺市条例第２

３号）第３条の規定により、別紙の者を京田辺市いじめ防止対策推進委員会委

員に委嘱したいので、教育委員会の議決を求める。 

 

 

 

 

 

 

  令和８年６月２６日 提出 

 

         京田辺市教育委員会教育長  山 岡  弘 高   

 

 

 

 

 

 （提案理由） 

 本件は、京田辺市いじめ防止対策推進委員会の委員のうち、辞職の願いがあ

った委員について辞職を承認するとともに、その後任委員として別紙の者を委

嘱したいので、提案するものである。 

 任期は、令和８年６月２６日から残任期間である令和９年６月３０日まで。 

 

 



別紙 
 
辞職を承認する者 
委員区分 氏名 備考 
京田辺市立中学校に 
通学する生徒の保護者 有田 麻貴 京田辺市ＰＴＡ連絡 

協議会 本部役員 
京田辺市立小学校の教

職員 荻野  綾 京田辺市立桃園小学校

長 
 
 
新たに委嘱する者 
委員区分 氏名 備考 
京田辺市立中学校に 
通学する生徒の保護者 岡本 雅美 京田辺市ＰＴＡ連絡 

協議会 本部役員 
京田辺市立小学校の教

職員 上原 正章 京田辺市立草内小学校

長 
 



参 考 資 料 

 

京田辺市いじめ防止対策推進委員会 委員名簿 
 

氏  名 委員の構成 任 期 
委嘱・任

命の別 

新任・再

任の別 
備考 

柳澤 彰紀 
教育に関する学識経験を有する者 

（同志社大学教授） 

R7.7.1～ 

R9.6.30 
委嘱  会長 

加福 雅和 弁護士 
R7.7.1～ 

R9.6.30 
委嘱  副会長 

岩井 秀世 
公認心理師又は臨床心理士 

（公認心理士） 

R7.7.1～ 

R9.6.30 
委嘱   

迫田 和代 
福祉・人権に関する有識者 

（主任児童委員） 

R7.7.1～ 

R9.6.30 
委嘱   

曽我 和博 
福祉・人権に関する有識者 

（京都府宇治児童相談所長） 

R7.7.1～ 

R9.6.30 
委嘱   

岡本 雅美 

教育委員会が必要と認める者 

（京田辺市PTA連絡協議会本部

役員） 

R8.6.26～ 

R9.6.30 
委嘱 新任  

上原 正章 
教育委員会が必要と認める者 

（京田辺市立草内小学校校長） 

R7.6.26～ 

R9.6.30 
委嘱 新任  

家村 隆宏 
教育委員会が必要と認める者 

（京田辺市立田辺中学校校長） 

R7.7.1～ 

R9.6.30 
委嘱   
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